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フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合
（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

は
じ
め
に

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

―
内
外
人
平
等
原
則
と
域
外
適
用

一
　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
的
保
護

―
内
外
人
平
等
原
則
と
そ
の
限
界

１
　
内
外
人
平
等
原
則

（Ａ
）
社
会
保
障

（Ｂ
）
失
業
保
障

（Ｃ
）
補
足
的
社
会
保
護

（Ｄ
）
社
会
扶
助

２
　
平
等
原
則
の
限
界

（Ａ
）
国
籍
要
件

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

一
〓
ハ
一

りII

ロ

美

貴



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

（Ｂ
）
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
お
よ
び
居
住
期
間
要
件

（Ｃ
）
支
給
に
お
け
る
居
住
要
件

（Ｄ
）
属
地
主
義
に
基
づ
く
不
利
益

一
一　
外
国
居
住
者
の
社
会
的
保
護

―
属
地
主
義
と
域
外
適
用

１
　
社
会
保
障
制
度

（Ａ
）
外
国
駐
在
労
働
者

（Ｂ
）
外
国
移
住
者

２
　
失
業
保
険
制
度

３
　
補
足
的
退
職
制
度

〓
一　
小
括

第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

―
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整

一　
適
用
対
象

１
　
人
的
適
用
範
囲

（Ａ
）
定
義

（Ｂ
）
具
体
的
基
準

２
　
物
的
適
用
範
囲

一
一二ハ
二



（Ａ
）
定
義

（Ｂ
）
論
点

一
一　
連
携

・
調
整
の
原
則

１
　
準
拠
法
決
定

（Ａ
）

一
般
原
則

（Ｂ
）
例
外

２
　
平
等
取
扱

（Ａ
）
保
険
料
と
給
付
に
お
け
る
差
別
の
禁
止

（Ｂ
）
間
接
差
別

３
　
他
の
構
成
国
で
の
事
実
の
考
慮

（Ａ
）
家
族
給
付

（Ｂ
）
労
働
災
害
補
償

（Ｃ
）
無
拠
出
制
給
付

４
　
期
間
の
通
算

５
　
給
付
の
負
担
配
分

（Ａ
）
原
則

（Ｂ
）
例
外

６
　
給
付
の
移
送

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

一
三
ハ
一一一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

（Ａ
）
居
住
要
件
除
去
の
原
則

（Ｂ
）
例
外

〓
一　
小
括

結
び
に
か
え
て

二
六
四

は
じ
め
に

日
本
人
労
働
者
が
日
本
企
業
ま
た
は
日
本
人
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
に
基
づ
き
日
本
で
労
務
を
提
供
す
る
労
働
関
係

を
、
純
国
内
的
労
働
関
係
と
す
る
な
ら
ば
、
近
年
に
お
け
る
労
働
関
係
は
、
そ
の
国
際
化
が
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に

お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
増
加
、
日
本
人
労
働
者
の
海
外
派
遣
、
移
住
、
そ
し
て
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
、
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
新
た
な
多
く
の
法
的
課
題
を
提
起
す
る
。
ま
ず
、
労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
国
際

的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、
当
該
国
際
的
労
働
事
件
の
裁
判
管
轄
、
お
よ
び
、
準
拠
法
決
定
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
国
際

労
働
関
係
法
上
の
法
的
課
題
が
提
起
さ
れ
る
（．

ま
た
、
第
二
に
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
と
し
て
展
開
す
る
国
際
労
働
関
係
法
を
、
二
国

間
協
定
あ
る
い
は
国
際
条
約
等
、
国
際
的
規
範
の
設
定
を
通
じ
て
統

一
す
る
試
み
も
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
関
係
の
国
際
化
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
人
の
国
際
的
移
動
は
、
労
働
法
の
領
域
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
法
の
領
域

に
お
い
て
も
多
く
の
課
題
を
提
起
す
る
。
ま
ず
第

一
に
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
内
社
会
保
障
法
の
対
応
と
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
と
内
容
、

（２
）

す
な
わ
ち
、
国
内
の
外
国
人
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
適
用
、
お
よ
び
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
域
外
適
用
が
問
題
と
な
る
。



ま
た
、
第
二
に
、
各
国
の
社
会
保
障
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
適
用
範
囲
、
要
保
障
事
故
、
社
会
給
付
の
内
容
、
受
給
要
件
等
を
決
定
す
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
、
国
際
移
動
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
障
制
度
の
二
重
適
用
あ
る
い
は
欠
鋏
、
社
会
給
付
の
享
受
に
お
け
る
不
利
益
等
を

回
避
す
る
た
め
、
国
際
的
規
範
の
設
定
に
よ
る
、
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携

・
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（℃

こ
の
よ
う
な
、
労
働
関
係
の
国
際
化
が
社
会
保
障
法
に
提
起
す
る
法
的
課
題
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
特
に
外
国
人
労
働
者

に
対
す
る
わ
が
国
の
社
会
保
障
法
の
適
用
問
題
を
中
心
と
し
て
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
際
関
係
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法

（∪
８
〓
口
ｏ
Ｆ
「
ｏ
一８
一̈
ｏ
●
８
鎧
阪
事

の
対
応
、
お
よ
び
、
国
際
的
規
範
に
基
づ
く
各
国
社
会
保
障
法
の
連

携
・調
整
は
、
「国
際
社
会
保
障
法
」
と
し
て
、
社
会
保
障
法
に
お
け
る
一
つ
の
重
要
な
領
域
と
し
て
そ
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
を
考
察

・
検
討
す
る
こ
と
は
、
国
際
関
係
に
お
け
る
わ
が
国
の
社
会
保
障
法
の
対
応
、
お
よ
び
、

他
国
と
の
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
に
関
す
る
理
論
、
法
制
度
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
は
、
二
つ
の
領
域
に
大
別
さ
れ
る
。　
一
つ
は
、
二
国
間
協
定
、
欧
州
連
合

（Ｅ

Ｕ
）
法
な
ど
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
を
行
う
国
際
的
規
範
が
存
在
し
な
い
場
合
の
、
国
際
関
係
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的

保
護
法
の
適
用
、
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
外
国
人
、
お
よ
び
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法
の
適
用
で

あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
二
国
間
協
定
、
Ｅ
Ｕ
法
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
と
他
国
と
の
社
会
保
障
法
の
連
携

・
調
整
を
行
う
国
際
的
規
範
が
存
在
す

る
場
合
の
、
当
該
国
際
的
連
携

・
調
整
規
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
国
際
的
連
携

・
調
整
規
定
が
な
い
場
合
の
、
人
の
国
際
移
動
に
対
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
社
会

的
保
護
法
の
対
応
、
す
な
わ
ち
、
「
フ
ラ
ン
ス
国
際
社
会
保
障
法
」
を
検
討
す
る

（第

一
節
）。
そ
し
て
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
す
る
国

（５
）

際
的
規
範
の
中
で
、
最
も
重
要
で
あ
る
欧
州
連
合

（以
下
Ｅ
Ｕ
と
略
称
）
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・調
整
規
則
、
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
ハ
五



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

「
Ｅ
Ｕ
国
際
社
会
保
障
法
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い

（第
二
節
）
。

（１
）

わ
が
国
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
文
献
と
し
て
、
山
川
隆

一
「国
際
的
労
働
関
係
と
労
働
基
準
法
」
季
刊
労
働
法

一
七
三
号

（
一
九
九
四

年
）
六
四
頁
、
同

「国
際
的
労
働
関
係
の
法
律
問
題
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号

（
一
九
九
五
年
）
五
頁
、
荒
木
尚
志

「国
内
に
お
け
る
国
際
的

労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
労
働
法
学
会
誌
八
五
号
八

一
頁
、
野
川
忍

「国
外
に
お
け
る
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
」
労

働
法
学
会
誌
八
五
号

一
一
五
頁
等
参
照
。

（２
）

わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
障
法
の
適
用
を
扱

っ
た
文
献
は
数
多
い
。
坂
本
重
雄
「外
国
人
労
働
者
へ
の
労
災
保
険
・

社
会
保
障
法
の
適
用
」
静
岡
大
学
法
経
研
究
四
〇
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）
一
八
二
頁
、
高
藤
昭

「国
際
規
範
か
ら
み
た
わ
が
国
社
会
保
障
法

の
国
際
化
の
現
状
と
課
題
」
社
会
労
働
研
究
二
五
巻

一
号

（
一
九
八
八
年
）
九
頁
、
同

「内
外
人
平
等
待
遇
の
原
則
と
わ
が
国
の
法
体
系
・法

理
論
」
季
刊
社
会
保
障
研
究
二
四
巻
四
号

（
一
九
八
九
年
）
四

一
四
頁
、
社
会
保
障
研
究
所
編

「外
国
人
労
働
者
と
社
会
保
障
」
貧

九
九

一

年
、
東
大
出
版
会
）
等
参
照
。

（３
）

国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携
・調
整
を
扱

っ
た
文
献
と
し
て
、
前
掲
高
藤
昭

「国
際
規
範
か
ら
み
た
わ
が
国
社
会
保
障
法

の
国
際
化
の
現
状
と
課
題
」
等
参
照
。

（４
）

後
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
日
本
の

「社
会
保
障
」
に
対
応
す
る
概
念
は
、
「社
会
的
保
護
」
Ｃ
８
け８
［̈
０
●
８
ｏ̈
”
】Ｃ

で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
は
、
社
会
保
険
、
労
働
災
害
補
償
、
及
び
、
家
族
給
付
の
二
部
門
か
ら
な
る
「社
会
保
障
」
（８
ｏ日

８̈
８
ｏ̈
”
】じ
、

「失
業
補
償
」
（̈
口
０
８
目

３̈
け】ｏ
●
３
肩
口
０
日

，
¨
し
、
「補
足
的
社
会
保
護
」
（「
ｏ
一８
［】ｏ
●
８
ｏ
“̈
お
ｏ
８
８
ぶ
日
ｏ●
””
■̈９
、
な
ら
び
に
、
「社

会
扶
助
」
↑
い一
ｏ
８
ｏ
”̈
】こ

の
四
領
域
に
大
別
さ
れ
る
。

（５
）

欧
州
連
合
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
は
Ｃ
ュ
ｏ
●
ｏ日
ｏ
Ｏ

，
日
の
で
ぁ
り
、
Ｕ
Ｅ
と
略
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
日
本
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
英

一
一ユハ
エハ



語
訳
の
略
称
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
を
欧
州
連
合
の
略
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

第

一
節
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

―
内
外
人
平
等
原
則
と
域
外
適
用

国
際
化
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法
の
、対
応
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
社
会
保
障
法
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
分
野
に
区
分
さ

れ
る
。　
一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
的
保
護
、
も
う

一
つ
は
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
制
度
の
域

外
適
用
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
的
保
護
２

）、
第
二
に
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
フ

ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
制
度
の
域
外
適
用

（二
）
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度
の
適
用
、
連
携

・
調
整
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
と
二
国
間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
国
あ
る
い
は

Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
を
受
け
る
Ｅ
Ｕ
構
成
国
出
身
者
等
、
国
際
的
特
別
規
定
の
適
用
を
受
け
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護

制
度
の
適
用
に
つ
き
特
別
規
定
が
あ
り
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
、
フ
ラ
ン
ス
と
二
国
間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
国
あ
る
い
は

Ｅ
Ｕ
構
成
国
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
制
度
の
域
外
適
用
に
つ
き
特
別
規
定
が
存
在
す
る
が
、
本
節
に
お
い
て
は
、
前

述
の
よ
う
に
、
国
際
的
特
別
規
定
が
存
在
し
な
い
一
般
の
場
合
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法
の
適
用
を
考
察
対
象
と
す
る
。

一　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
的
保
護

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

二
六
七



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

―
内
外
人
平
等
原
則
と
そ
の
限
界

二
六

八

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
は
、　
一
般
的
に
属
地
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
て
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
も
そ
の
国
籍
を
問

わ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
条
件
で
社
会
的
保
護
制
度
を
享
受
す
る
と
い
う
、
内
外
人
平
等
取
扱
が
そ
の
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
内
外
人
平
等
取
扱
原
則
に
は

一
定
の
限
界
も
存
在
す
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
の
外
国
人
に
対
す
る
適
用
に
お
け
る
平
等
取
扱
原
則

（１
）
と
そ
の
限
界

（２
）
に

つ
い
て
順
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
内
外
人
平
等
取
扱
原
則

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護

Ｃ
『ｏ
いｏｏけ】ｏ
●

８
ｏ
”̈
】ｅ

制
度
は
、
①
社
会
保
障
法
典
に
根
拠
条
文
を
お
き
、
社
会
保
険

↑
脇
日
“８
８

８
ｏ】”
【８
）、
労
働
災
害

・
職
業
病
補
償

（ふ
り
鶴
“
一いｏ
口
０
８
“
８
一●
０口
雰
Ｑ
●
け轟
く
”
中】
稗
ヨ
”
【“
ヽ
【８
■
０
お
りり】ｏ
日
０
中】８
）、
及
び
、
家
族
給

付

Ｃ
お
りけ”
”【ｏ
房

ご
ヨ
【】̈
”
】８
）
の
二
部
門
か
ら
な
る

「社
会
保
障
」
♂
８
日
】８
８
ｏ̈
”
】ｅ

制
度
、
②
労
働
法
典
に
根
拠
条
文
を
お
く

「失

業
補
償
」
（】●
Ｑ
ｏ日
●
】８
”̈
ｏ
●
●
●
ｏ，
０
日
“ｍ
ｅ
制
度
、
③
社
会
保
障
法
典
お
よ
び
保
険
法
典
に
根
拠
条
文
を
お
く
「補
足
的
保
護
」
（「
ｏ
け８
け̈
ｏ
●

８
ｏ】”
一〇
８
日
●
ぶ
日
０●
””
】お
）
制
度
、
な
ら
び
に
、
④
家
族
お
よ
び
社
会
扶
助
法
典
に
根
拠
条
文
を
お
く

「社
会
扶
助
」
↑
】Ｏ
①
８
ｏ】“
】ｅ

（２
）

の
四
領
域
に
大
別
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
、
順
に
、
社
会
保
障

（Ａ
）、
失
業
補
償

（Ｂ
）、
補
足
的
社
会
保
護

（Ｃ
）、
お
よ
び
、
社
会
扶
助

（Ｄ
）
の
各
制
度

の
外
国
人
へ
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。



（Ａ
）
社
会
保
障

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
保
障
制
度
は
、
属
地
主
義

↑
ｏｌ
一̈Ｒ

“̈
澤
０
を
そ
の
原
則
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
般
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
職
業

活
動
を
行
う
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
れ
外
国
人
で
あ
れ
、
社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入
要
件
を
充
足
し
て
い
る
限
り
、
社
会
保
障
制
度
へ
の

加
入
お
よ
び
保
険
料
支
払
の
義
務
に
服
し
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
社
会
保
障
制
度
上
の
社
会
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
職
業
活
動
を
行
う
外
国
人
は
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
、
社
会
保
障
制
度
上
の
義
務
に
お
い
て
も
、

権
利
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
平
等
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

（１
）
義
務
に
お
け
る
平
等
取
扱

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
は
、
大
別
し
て
四
つ
の
法
定
基
礎
制
度
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
０
賃
金
労
働
者
お
よ
び

こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
を
適
用
対
象
と
す
る
一
般
制
度
↑
置
一８
ｏ
ｍ
Ｏ●
ＯＳ
じ
、
②
商
工
業
者
、
自
由
業
者
を
適
用
対
象
と
す
る
自
立
制
度

（ふ
ｍ
日̈
８
●
ｏ
けｏ
●
ｏ
日
０３
、
０
農
業
経
営
者
お
よ
び
農
業
労
働
者
を
対
象
と
す
る
農
業
制
度

↑
いＬ
ヨ
ｏ
“鴨
】８
【ｃ
、
０
フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄

道
、
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
・
電
気
等
特
別
の
職
業
に
従
事
す
る
者
を
適
用
対
象
と
す
る
特
別
制
度

（ふ
咀
ヨ
８
８
８
】”
●
こ

で
あ
る
（℃

フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
職
業
活
動
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
の
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
、
対
応
す
る
法
定
基
礎
制
度
に
加
入
し
保
険
料
を
支
払
う
義
務
が

あ
る
。
外
国
人
も
、
賃
金
労
働
者
で
あ
れ
、
独
立
自
営
業
者
で
あ
れ
、
社
会
保
障
法
上
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
制
度
加
入

ｏ
保
険
料
支
払

義
務
を
有
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
労
働
す
る
外
国
人
賃
金
労
働
者
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
賃
金
労
働
者
と
同

一
の
条
件
で
一
般
制
度
に
加
入
す
る
義

務
を
負
う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
る
労
働
と
い
う
加
入
要
件
を
充
足
す
る
限
り
、
全
て
の
労
働
者
は
、
そ
の
国
籍
、
企
業
設
立

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
ハ
九



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一七
〇

場
所
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
℃

フ
ラ
ン
ス
で
職
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、
住
居
が
外
国
で

あ
る
こ
と
は
そ
の
加
入
を
妨
げ
な
」
℃

使
用
者
の
国
籍
は
、
当
該
人
が
フ
ラ
ン
ス
で
賃
金
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
限
り
、
無
関
係
で
あ
る
。

使
用
者
は
、
自
分
自
身
及
び
そ
の
賃
金
労
働
者
の
た
め
に
社
会
保
障
に
登
録
し
、
社
会
保
障
法
典
に
規
定
さ
れ
た
賃
金
に
対
す
る
社
会
保
険

料
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
義
務
は
、
外
国
企
業
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
の
み
に
課
せ
ら
れ
る
。

例
外
的
に
、
外
国
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
事
業
所
を
持
た
な
い
使
用
者
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
で
労
務
を
給
付
す
る
場
合
、
通
常
使
用
者
に

課
せ
ら
れ
る
義
務
、
す
な
わ
ち
、
自
身
の
た
め
に
社
会
保
障
に
登
録
を
請
求
し
、
使
用
者
及
び
労
働
者
負
担
社
会
保
険
料
を
支
払
う
義
務
を

履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（７
）

こ
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
の
一
般
制
度

へ
の
加
入
義
務
は
、
一
九
九
二
年

一
二
月
二
〇
日
の
雇
用
、
労
働
、
職
業
教
育
に
関
す
る
五
カ
年
法

に
よ
り
、
外
国
か
ら
の
派
遣
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
法
典
Ｌ
三
四
一
―
五
条
は
、
「国
際
条
約
ま
た
は

協
定
に
よ
る
異
な
る
定
め
の
な
い
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
設
立
さ
れ
た
の
で
な
い
企
業
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
、

同
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
は
、
社
会
保
障
、
補
足
的
ま
た
は
職
業
上
の
社
会
保
障
法
典
第
四
巻
第
二
編
に
規
定
さ
れ
た

制
度
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
設
立
さ
れ
、
同

一
の
産
業
部
門
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
被
用
者
に
適
用
さ
れ
る
の
と
同

一
の
法
律
、
規

則
、
協
約
上
の
規
定
に
服
す
る
」
と
定
め
た
。

な
お
、　
一
九
九
四
年
七
月

一
一
日
の
デ
ク
ン
第
五
七
三
号
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
と
は
、
請
負
契
約
、
派
遣
契
約
あ
る
い
は
賃
金
労
働
者

を
使
用
す
る
全
て
の
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
、
工
業
的
、
商
業
的
、
手
工
業
的
、
あ
る
い
は
自
由
業
的
性
格
を
有
す
る
活
動
で
あ
る
と

（８
）

定
義
し
て
い
る
。

（２
）
権
利

（給
付
）
に
お
け
る
平
等
取
扱



フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
上
の
給
付
は
、
非
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
険
給
付

（
ａ
）、
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
給
付

（労
災
補

償
）
（ｂ
）、
及
び
、
家
族
給
付

（
ｃ
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

ａ
　
非
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
険
給
付

フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
の
法
定
基
礎
制
度
の
中
で
最
も
代
表
的
な
、
賃
金
労
働
者
お
よ
び
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
を
適
用
対
象
と
す
る
一

般
制
度
は
、
非
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険
と
し
て
、
疾
病
・出
産
保
険
↑
り〓
Ｓ
●
８
８
”
】”
Ｒ
Ｏ
無
日

，
８
ヨ
いけｅ
、
障
害
保
険
↑
∽〓
【“
●
８

ヨ̈
”
】い０
い̈０
）、
死
亡
保
険

（８
ｏ日
”
月
ｏ
８
８
３
、
老
齢
保
険

（お
り員
”
８
ｏ
く
ｏ̈
中】】０∽∽ｇ
、
及
び
、
遺
族
保
険

（“
協
日
“
８
ｏ
く
８
ヨ
”
器
）

（９
）

を
有
し
て
い
る
。

疾
病

・
出
産
保
険
は
、
医
療
費
償
還
及
び
休
業
補
償
を
理

障
害
保
険
は
、
非
職
業
的
理
由
に
基
づ
く
三
分
の
二
以
上
の
労
働
能
力
の
喪
失

ま
た
は
低
下
を
被
っ
た
者
に
対
す
る
年
金
、
及
び
、
年
金
受
給
者
の
死
後
の
生
存
配
偶
者
の
年
金
を
選

死
亡
保
険
は
、
死
亡
し
た
被
保
険
者

の
扶
養
家
族
の
経
済
的
困
難
を
回
避
す
る
た
め
の
死
亡

一
時
金
を
、
老
齢
保
険
は
、
老
齢
年
釧
お
よ
び
生
存
配
偶
者
に
対
す
る
遺
族
年
金

Ｃ
ｏ房

ｏ̈
口
鮎
①
凛
お
『∽】ｏ
じ
を
、
遺
族
保
険
は
、
子
を
養
育
中
あ
る
い
は
九
年
間
以
上

一
六
才
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
た
生
存
配
偶
者
で

再
婚
し
て
い
な
い
五
五
才
以
下
の
者
に
対
す
る
遺
族
手
当
を
、　
一
定
の
要
件
に
基
づ
き
支
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
給
付
へ
の
権
利
取
得
、
給
付
内
容
に
つ
き
、
国
籍
に
よ
り
異
な
る
取
扱
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
も
、
フ
ラ
ン

ス
人
と
同
様
こ
れ
ら
の
給
付
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ
　
労
災
補
償
給
付

労
災
補
償
給
付
に
つ
い
て
も
、
受
給
要
件
と
し
て
国
籍
条
項
は
、
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
も
、　
一

定
の
要
件
に
基
づ
き
、
現
物
治
療
給
付
、
休
業
補
償
給
付
、
恒
久
的
労
務
不
能
年
金
、
遺
族
年
金
、
葬
祭
料
を
受
給
す
る
（電

ｃ
　
家
族
給
付フ

ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一七
一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
二

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
全
て
の
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
れ
外
国
人
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
扶
養
す
る
子
を
有
す
る
場
合
、
そ

の
子
の
た
め
に
所
定
の
要
件
に
基
づ
き
、
家
族
手
当
を
享
受
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
条
件
で
、　
一
定
の
要

（・８
）

件

の
も
と
、
社
会
保
障
法
典

の
定
め
る

一
二
種
類

の
家
族
給
付
、
す
な
わ
ち
、
幼
児
手
当

（”
】中８
“
け】ｏ
口
Ｏ
Ｏ
餞

ピ
暉
口
ｏ
①
Ｒ
”
二
）
、
家
族
手

当

（”
】】ｏ
Ｏ
”
け̈
Ｏ
房

貯
Ｂ

】̈】”
一四
）
ヽ
家
族
補
足
手
当

（８
日
●
ぶ
ョ
０
ュ

ご
ヨ
】称

ず
ヽ
住
居
手
当

（”
一】８

，
け̈
ｏ
●
Ｏ
①
【Ｏ
ｍ
ｏ
日
¨
解
）
、
特
別
教
育

手
当

↑
】中ｏ
ｏ
”
け̈
ｏ
●
０
ぃ０
０
口
０

，
一̈
Ｏ
●
超
８
鵡
ず

ヽ
成
年
障
害
者
手
当

↑
】【８
”
け】ｏ
●
”
“
Ｘ

，
Ｐ

】け８

，
”
●
一
ｏ̈

，
一
騨
）
、
家
族
維
持
手
当

↑
】】８
”
け】ｏ
●

ら
ｏ
８
二
【ｏ
●
ご
日

動̈

す
、
学
業
手
当

（”
【】８
“
け̈
ｏ
●
一
ｏ
お
諄
■
９

８
ｏ
】諄
謹
）
ヽ
単
親
手
当

（“
【】８

，
一̈
ｏ
●
一
０
●
ミ
０
ユ

お
筋
ｗ
、
養
子
手
当

↑
】ざ
８
けいｏ
●
一
．ａ

８
一一認

）
ヽ
養
育
親
手
当

（”
】】ｏ
Ｏ
“
け̈
Ｏ
●
●
”
お
諄
”
】０
鮎
．い
２

８
」
認

）
ヽ
自
宅
保
育
手
当

（“
【】ｏ
Ｏ
”
け】Ｏ
●
８

器

■８

●
。ｇ
ｈ営

一

炒
ｏ
ｏ
日
ユ
謬
）
ヽ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（Ｂ
）
失
業
補
償

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
失
業
補
償
は
、
全
失
業

（ｏＦ
Ｏ
日
”
ｍ
Ｏ
ざ
け”
じ

に
対
す
る
補
償
と
部
分
失
業

（ｏＦ
ｏ
日
”
ｍ
Ｏ
●
”
諄
ぃ０
し

に
対
す
る
補
償

（３０
）

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

（１
）
全
失
業
に
対
す
る
補
償

全
失
業
、
す
な
わ
ち
、
雇
用
の
喪
失
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
労
働
者
に
対
す
る
保
障
と
し
て
は
、
企
業
と
労
働
者
に
よ
り
財
政
負
担
さ
れ
る

労
働
協
約
上
の
制
度
で
あ
る
失
業
保
険
制
度
と
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
財
政
負
担
さ
れ
る
公
的
援
助
制
度

（全
国
連
帯
制
度
）
の
二
つ
の

制
度
が
あ
る
。

（３．
）

第

一
に
、
失
業
保
険
制
度

↑
ＯＬ
Ｂ
ｏ
Ｑ
．お
り日
”
８
ｏ
ｏす
０
日
“
ｍ
ｅ

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
全
国
全
産
業
労
働
協
約
に
基
づ
く
制
度
で
あ



り
、
現
行
制
度
は

一
九
九
四
年

一
月

一
日
の
協
約

（
一
九
九
六
年

一
二
月
二

一
日
ま
で
有
効
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
同
制
度
は
、
フ
ラ

ン
ス
に
本
社
ま
た
は
事
業
場
を
有
す
る
全
て
の
使
用
者
と
そ
の
使
用
者
と
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
全
て
の
労
働
者
を
対
象
と
し
、
労
働

者
の
国
籍
を
問
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
制
度
は
、
全
失
業
者
に
対
し
て
、
外
国
人
に
つ
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
条
件
で
、
単

一

逓
減
手
当

（”
【】８
“
け̈
ｏ
目
暉
ユ
ｏ
お

８
鳴
ｏりりいお
）
を
代
替
収
入
と
し
て
支
給
す
る
。

第
二
に
、
公
的
援
助
制
度

↑
絆

Ｂ̈
ｏ
Ｑ
．“
【鮎
８
ｏ
３
】いｏ
●
ｏｃ

は
、　
一
定
の
失
業
保
険
給
付
受
給
要
件
を
充
足
し
な
い
者
、
あ
る
い
は
、
そ

の
保
険
給
付
を
使
い
尽
く
し
た
者
に
対
す
る
公
的
援
助
で
あ
る
。
同

（
制
鍍
も
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
該
当
す
る
労
働
者
に
、
参
加
手
当
↑
】】９

（３３
）

０
”
け̈
Ｏ
●
０
．̈３
ｏ諄
【ｏ
じ

お
よ
び
連
帯
手
当

（”
】【ｏ
Ｏ
”
計】Ｏ
●
０
０
８
】一口
鶴

け̈ｅ

を
支
給
す
る
。

（２
）
部
分
失
業
に
対
す
る
補
償

他
方
、
部
分
失
業

（ｏ，
ｏ
８
”ｍ
Ｏ
●
”
諄
０̈
し
、
す
な
わ
ち
、
工
場
の
一
時
的
閉
鎖
あ
る
い
は
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
り
、
そ
の
労
働
時
間
が

法
定
労
働
時
間
ま
た
は
協
約
の
定
め
る
労
働
時
間
を
下
回
っ
た
場
合
、
公
的
扶
助
手
当

↑
】】８
”
け̈
ｏ
●
０
．”
Ｑ̈
ｏ
ｏ
３
】と
脚
）ヽ

全
国
全
産
業
協

約
に
基
づ
き
使
用
者
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
付
加
手
当

含
●
Ｏ
①日
●
中８
”̈
ｏ
●
８
日
０
お
日
のュ
”
８̈
８
口
く
①ュ
【。ｏ
目
』
ず
ヽ
お
よ
び
ヽ
月
額
最
低
報

酬

（８
８
Ｅ
一ＯＳ
一【ｏ
口
日
０房
●
①】Ｆ
日
ョ
ヨ
”
】３

が
支
給
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
も
国
籍
を
問
わ
ず
、
要
件
を
充
足
す
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し

て
行
わ
れ
る
補
償
で
あ
る
。

（Ｃ
）
補
足
的
社
会
保
護

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
制
度

（法
定
制
度
）
の
補
完
、
す
な
わ
ち
、
同
制
度
の
保
障
す
る
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
上
積
み

保
障
、
あ
る
い
は
、
同
制
度
に
お
い
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
社
会
的
リ
ス
ク

（特
に
自
営
業
者
、
農
業
従
事
者
）
の
保
障
を
行
う
補
足
的

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一七
三



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
四

社
会
的
保
護
制
度
が
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
、
補
足
的
退
職
制
度
は
、　
一
般
制
度
及
び
農
業
制
度
の
老
齢
保
険
強
制
加
入
者
で
あ
る

（４０
）

労
働
者

（農
業
労
働
者
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
加
入
が
強
制
さ
れ
、
法
定
老
齢
年
金
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
補
足
的
社
会
保
護
制
度
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
国
籍
要
件
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
外
国
人
も
こ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（Ｄ
）
社
会
扶
助

（“
【８

８
ｏ
】”
】ｅ

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
扶
助
と
し
て
は
、
家
族

ｏ
社
会
扶
助
法
典
に
根
拠
条
文
を
お
く
法
定
社
会
扶
助

（”
】ヽ
８

８
ｏ【”
】８

】絆
”
】ｏ３

と
地
方

自
治
体
が
任
意
に
補
足
的
に
行
う
任
意
補
足
的
扶
助

（”
】８
ｏ
８
８
０
ま
ヨ
０津
“
守
８

貯
８
【Ｓ
い̈
く
０し

が
あ
る
。

（１
）
法
定
社
会
扶
助

フ
ラ
ン
ス
の
法
定
社
会
扶
助
は
、
家
族

・
社
会
扶
助
法
典
の
規
定
す
る
、
個
別
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
扶
助
と
、　
一
般
的
最
低
生

活
保
障
の
役
割
を
果
た
す
、
最
低
参
加
収
入

（お
く
ｏ●
●
ヨ
ュ̈
Ｂ
ｃ
ヨ
Ｆ
ｏｏ『け】ｏ
Ｐ

”
動
す

の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

第

一
に
、
個
別
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
扶
助
と
し
て
は
、
①
医
療
扶
助
、
②
老
齢
扶
助
、
③
児
童
扶
助
、
④
家
族
扶
助
、
⑤
障
害

者
扶
助
、
が
あ
る
。

第
二
に
、　
一
般
的
最
低
生
活
保
障
の
役
割
を
果
た
す
最
低
参
加
収
入

（”
〓
Ｕ

は
、　
一
九
八
八
年

一
二
月

一
二
日
の
法
律
に
よ
り
創
設
さ

れ
、　
一
九
九
二
年
七
月
二
九
日
の
法
律
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
制
度
は
、
二
五
才
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
居
住
者
で
そ
の
月
あ
た

り
収
入
が

一
定
基
準
額

（
一
九
九
五
年

一
月

一
日
現
在
二
三
二
五
、
六
六
フ
ラ
ン
）
以
下
で
あ
る
全
て
の
者
に
対
し
て
、
同
基
準
額
と
実
収



入
と
の
差
額
を
、
申
請
者
の
個
別
的
状
況
を
考
慮
し
、
社
会
へ
の
参
加

・
統
合
を
可
能
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
た
社
会
参
加
契

約

（８
ュ
８
け
０
．【房
ｏユ
いｏ
こ

を
当
該
申
請
者
が
地
方
参
加
委
員
会

（ｏ
８
日
Ｐ中∽∽ざ
房

ざ
ｏ
”
】８
０
．̈
房
ｏ『”】ｏ
こ

と
締
結
す
る
こ
と
を
条
件
に

（４８
）

支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

社
会
扶
助
の
根
拠
条
文
で
あ
る
家
族

・
社
会
扶
助
法
典
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
全
て
の
人
は
、
法
定
付
与
要
件
を
充
足
す
る
限
り
、

同
法
典
の
規
定
す
る
社
会
扶
助
を
享
受
す
る
と
規
定
し
（理

こ
れ
ら
の
法
定
社
会
扶
助
手
当
の
支
給
に
は
い
っ
さ
い
国
籍
条
項
は
存
在
し
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
様
、
こ
れ
ら
法
定
社
会
扶
助
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）
任
意
社
会
扶
助

内
外
人
平
等
取
扱
原
則
は
、
法
定
社
会
扶
助
の
み
な
ら
ず
、
任
意
社
会
扶
助
に
も
適
用
さ
れ
る
。
憲
法
院
は
、　
一
九
八
九
年
六
月
二
〇
日

の
判
決
で
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
フ
ラ
ン
ス
人
、
Ｅ
Ｃ
構
成
国
出
身
者
、
無
国
籍
者
ま
た
は
政
治
的
亡
命
者
で
あ
る
場
合
の
み
、
養
育
親
体

暇
中
、
任
意
社
会
扶
助
と
し
て
パ
リ
市
が
手
当
を
支
給
す
る
と
の
パ
リ
議
会
の
決
議
は
、
平
等
取
扱
原
則
を
定
め
た
憲
法
第
二
条
違
反
で
無

効
と
判
断
し
て
い
る
。

（１
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
社
会
的
保
護
に
つ
い
て
は
、
日８
げ
０】げ
∪
＞
Ｃ
ｏ
＞
四
ｗＨＯ
口
い
■
８
８
ｏ一̈
ｏ
●
８
ｏ【“
Ｆ

∪
一ｏけゴ
ロ
Ｌ
お
り
ｑ
日
常

●
ｏ●
一
日ｙ『Ｏ
一̈
Ｏ
①∽
目ざ
『”口
”
ｏ【り・
ＨＯＯｕ・一
りい０目】０口
［Ｏ
Ｕ彎”
［いｏ
口
①
一「
【”
●
０̈
∽
】ビｏ「①げ
てＨＯ
∽
０
０】”
Ｆ
Ｈ００釧・
日澤Ｈ

，日
”
０『∽・
●
。
卜ω日０
０”
０。一６ぶ可
”り０

ｒ

Ч
ｏ
ロ
ー
ｏ

”
ｏ
口

ｏ
一

＞

ｂ

け
Ｏ
¨
●
ｏ

ｒ

Ч
ｏ
口
‐
ｏ

曽
貿

ｒ

∪

Ｈ
ｏ
〓

の
ｏ
ｏ
¨
”
】
¨
●
［
Ｑ
目

５

虫

Ｏ
口
”
】
ｏ
け
ｏ
」
「
Ｏ
り
ぃ
０
●
・
●
・
Ｈ
Ｈ
卜

ｏ
け

，

一
『
０

，
コ
‐
『

，
０
０
●
ｏ
∽

∪

Ｃ

「

国

く

”

Ｏ

Ｃ

Ｘ

・

【０
０
【Ｏ
け̈
０
０
】．０
け『”
●
”
０
『
”
一”
り
『Ｏ
け０
０
け̈
Ｏ
●
∽０
０
【”
】０
・
Ｈｙ
∽
・
Ｈｏ
Ｏ
卜
・
●
・０
０
。〕
】
【”
く
【ｏ
ヽ
「
男
隔
〕
り
∩
ヽ
「

，
日ヽ
●
ｏ
Ｏ
●
喘ｏ
■
ロ
ニ
けＯ
Ｗ
】”
（０
０
日
の
け】け口
け【Ｏ
●
Ｏ
①

一“
】Ｏ
¨
り
Ｏ
諄
”
●
け
口
】く
０
『りｏ
ｏ
●
∽̈り
０
０̈
”】Ｏ
口
∽
『０
】”
け̈
く
ｏ
り
Ｗ
】，
ｏ０
０
●
『】け０
００
０
】”
】ｏ
ｏ
け
Ｗ
】”
り，
コ
は
Ｐ
一∪
・∽
・
いＯ
Ｏ
ｏ
・
●
・ω
ｕ
Ｎ
・
¨
口ヽ
．一〓
０
”
”
〓
け０
０
ｏ
】”

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
五
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０
。「
＞
あ
ε
”
諄
。
日釧
ｏ
”
Ｈ
ｏ

，

０
”
＞
あ
‘
”
諄
。
い
０
０

，
日
ヽ
”

最
低
参
加
収
入

（刀
〓
じ

制
度
に
つ
い
て
は
、
お
”
口
‐
コ
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ
口
＞
Ｃ
Ｏ
口
≧
召
）・∪
８

”̈
鮎
①
ご
廠
ｏ
日

８̈
８
ｏ
¨，
Ｆ

ｏ
Ｏ
こ
Ｆ
甲
ふ
ω
無

，
等

参
照
。

Ｏ
”
＞
あ
‘
”
ユ
・
に
や

０
日
ω
ｏ
』口
【●
い
０
∞
ｐ
く
い【】ｏ
一
ｏ
「
”
『
【ｏ
ｏ
ム
Ｔ
選
く
ヽ
”
”
∪

，
０
日
・
日
ｑ
Ｏ
Ｐ
●
・
Ｏ
Ｎｐ

２
　
平
等
取
扱
原
則
の
限
界

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
法
に
お
け
る
内
外
人
平
等
原
則
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
限
界
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一

に
、　
一
定
の
無
拠
出
制
社
会
保
障
給
付
に
お
け
る
国
籍
要
件
の
存
在
、
第
二
に
、
労
災
補
償
給
付
を
除
く
全
て
の
社
会
保
障
給
付
、
失
業
給

付
、
お
よ
び
、　
一
定
の
社
会
扶
助
給
付
に
お
け
る
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
の
導
入
、
な
ら
び
に
、　
一
定
の
給
付
の
受
給
権
取
得
の
た
め
に
外

国
人
の
み
に
要
求
さ
れ
る
居
住
期
間
要
件
の
存
在
、
第
二
に
、
受
給
権
の
発
生
し
た
給
付
の
支
給
に
お
い
て
、
外
国
人
の
み
に
要
求
さ
れ
る

居
住
要
件

（給
付
の
移
送
の
禁
止
）
の
存
在
、
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
要
件
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
特
に
国

際
移
動
型
の
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
不
利
益
を
生
じ
る
要
件
が
存
在
す
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
平
等
取
扱
原
則
の
限
界
に
つ
い
て
、
国
籍
要
件

（Ａ
）、
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
及
び
居
住
期
間
要
件

（Ｂ
）、
受
給
権

の
発
生
し
た
給
付
の
支
給
に
お
け
る
居
住
要
件

（Ｃ
）、
属
地
主
義
に
基
づ
き
不
利
益
を
生
じ
る
要
件

（Ｄ
）
の
順
に
検
討
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

二
七
九



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
〇

（Ａ
）
国
籍
要
件

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
特
に
老
齢
リ
ス
ク
に
関
し
、
拠
出
制
給
付
を
受
給
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
不
十
分
な
給
付
し
か
受
給
で
き
な

ぃ輔硼鑑は制膿喧ｒ猜‐こ会熾動稀樹数回則は」】は嘲畔脚は制御け中ヵ̈ゝ
は瑞檸詢』鰤脚手（出期や給（はい時勧援（し庫ぃ』プ‡ダ国

籍
要
件
の
な
い
給
付
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
、
高
齢
賃
金
労
働
者
手
当

（”
】】ｏ
Ｏ
“
”̈
Ｏ
口
”
口
Ｘ
く
す

，

質
”く
“
【】中０長
り
紹
】鶴
３̈
¨
＞
く
↓
り
、

高
齢
自
営
業
者
手
当

（”
】】８
“
一一０
●
”
口
Ｘ
ュ
ｏ
“
ｘ
け轟
く

，
中̈ド
氏
リ
ロ
ｏ
●
８
】鶴
】８

¨
＞
く
り
鷺
ン
ヽ
母
親
手
当

（”
中】８

，
け̈
ｏ
●
“
口
Ｘ
ヨ
０
■
８

一
ｏ

ご
日
蒟
け
、
特
別
手
当

（“
〓
８
”
け̈
ｏ
●
超
８
齢
ら

、
全
国
連
帯
基
金
手
当

（“
〓
８
”
け】ｏ
●
０
口
『
Ｏ
●
Ｐ

●
”
”̈
ｏ
●
ユ

８

８
】】ら

，
『〓
０

に
つ
い
て

は
、
国
籍
要
件
が
存
在
し
、
そ
の
受
給
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
、
無
国
籍
者
、
亡
命
者
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
二
国
間
協
定
締
結
国
出
身
者
、

お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
出
身
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

者
¨

み ヵゝ
れ
は
ぃ
れ
ギ
け

う
（
九

勧
”
】
一
制
」
に
嘲
¨
麟
雌
嘲
脚
舜
御
″
』
］
噸
瑚
鍵
』
漏

一 当
庫

九 っ
ぃ
げ

一 外
脚
車
却
脚
州
測
碑
綱
輩
嚇
締
［
岬
”

て
、
同
給
付
は
、
他
の
老
齢
給
付
を
補
完
す
る
老
齢
最
低
収
入
保
障
で
あ
り
、
適
法
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
の
間
で
、
国
際
協
定
締
結
国

出
身
者
か
否
か
に
よ
り
差
別
的
取
扱
を
設
け
る
合
理
性
が
な
い
と
し
て
こ
れ
に
違
憲
判
断
を
下
し
た
（電

し
た
が
つ
て
ヽ
同
判
決
以
降
、
立
法

府
は
、
少
な
く
と
も
、　
一
定
の
外
国
人
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
取
扱
を
認
め
る
限
り
、
他
の
適
法
に
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
て
い
る
外

国
人
全
て
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同

一
の
取
扱
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
籍
要
件
を
課
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
判
決
以
前
の
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
給
付
に
お
け
る
国
籍
条
項
は
、
現
在
も
削
除
さ
れ
る
こ
と
な
く

存
在
し
て
い
る
。



（Ｂ
）
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
及
び
居
住
期
間
要
件

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
上
の
給
付
に
は
、
外
国
人
の
権
利
取
得
に
つ
い
て
、
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
、
ま
た
は

（お
よ
び
）

一
定

の
居
住
期
間
を
要
件
と
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。

（１
）
社
会
保
障
給
付

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
法
滞
在

・
就
労
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
移
民
抑
制
と
外
国
人
の
入
国

・
滞
在
に
関
す
る
一
九
九
二
年
八
月
二
四

（・２
）

日
の
法
律
は
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
外
国
人
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入
と
給
付
へ
の
権
利
に
つ
き
、
そ
の
滞
在

・
就
労
に
お
け
る
適
法
性
を
要

件
と
し
た
。
こ
の
適
法
滞
在

・
就
労
資
格
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九
四
年
九
月
二
一
日
の
デ
ク
レ
第
八
二
〇
号
が
こ
れ
を
列
挙
し
て
い
る
（躍

ま
ず
、
義
務
的
社
会
保
障
制
度

（法
定
基
礎
制
度
、
義
務
的
補
足
的
退
職
制
度
）
に
加
入
し
う
る
外
国
人
は
、
社
会
保
障
法
典
に
列
挙
さ

れ
た
適
法
滞
在

・
就
労
資
格
を
有
す
る
者
の
み
で
あ
る
（電

適
法
滞
在

・
就
労
要
件
を
充
足
し
な
い
者
が
義
務
的
社
会
保
障
制
度
に
加
入
し
た

場
合
、
保
険
料
支
払
義
務
は
発
生
す
型
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
受
給
権
は
発
生
し
な
い
。

社
会
保
障
管
掌
機
関
は
、
外
国
人
の
加
入
の
際
、
お
よ
び
、
加
入
後
定
期
的
に
、
当
該
外
国
人
が
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
を
充
足
し
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
社
会
保
障
管
掌
機
関
は
、
そ
の
確
認
の
た
め
に
、
必
要
な
行
政
上
の
情
報
を
国
の
行
政
機

関
の
書
類
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
（電

他
方
、
社
会
保
障
制
度
上
の
給
付
へ
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
給
付
の
受
給
要
件
と
し
て
、
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
が
導

入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
障
害
給
付
、
老
齢
給
付
（選

疾
病
、
出
産
、
死
亡
給
付
、
遺
族
給
付
（辺

家
族
給
付
翌

社
会
的
住
居
手
当
遊

お
よ
び
、

（２４
）

個
別
住
宅
援
助
、
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
例
外
的
に
、
滞
在
及
び
就
労
の
適
法
性
が
要
件
と
し
て
課
さ
れ
な
い
の
は
、
以
下
の
四
つ
の
場
合
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一八
二

第

一
に
、
労
働
災
害
補
償
給
付
に
つ
い
て
は
、
違
法
に
滞
在

・
就
労
し
て
い
る
外
国
人
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
場
合
、
使
用
者
は
、
労
災
補
償
給
付
を
管
掌
す
る
疾
病
保
険
基
礎
金
庫

（ｏ”
【の８

「
】日

，
中お

０
．お
り日
”Ｒ
Ｏ
日
“
】”
０
３̈

に
そ
の
被
災

者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
全
給
付
を
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
そ
の
滞
在
の
適
法
性
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
受
刑
中
の
外
国
人
は
、
そ
の
扶
養
家
族
の
た
め
に
現
物
給
付
を
給
付
し
う
る
疾
病
・

出
産
保
険
に
義
務
的
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
外
国
人
が
労
役
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、　
一
般
制
度
の
老
齢
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
未
成
年
外
国
人
は
、
自
分
を
扶
養
す
る
被
保
険
者
が
適
法
に
滞
在

・
就
労
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
滞
在
の
適
法
性
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
疾
病
、
出
産
、
死
亡
保
険
の
給
付
を
受
給
し
う
る
。

第
四
に
、
外
国
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
滞
在
資
格
の
更
新
が
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
違
法
状
態
に
な
っ
た
後
も
、
疾
病
、
出
産
、
障
害
、

（２６
）

死
亡
保
険
の
給
付
を
受
け
る
権
利
を
自
動
的
に
一
年
援
用
し
う
る
。

（２
）
社
会
扶
助
給
付
に
お
け
る
適
法
滞
在

ｏ
就
労
要
件
及
び
居
住
期
間
要
件

移
民
抑
制
と
外
国
人
の
入
国

・
滞
在
に
関
す
る
一
九
九
二
年
八
月
二
四
日
の
法
律
と
一
九
九
二
年
九
月
二
六
日
の
通
達
は
、
社
会
扶
助
給

付
を
、
適
法
な
滞
在
ま
た
は
一
定
の
居
住
期
間
を
要
件
と
す
る
給
付
と
要
件
と
し
な
い
給
付
を
区
別
し
た
。

ま
ず
第

一
に
、
滞
在
の
適
法
性
要
件
も
居
住
期
間
要
件
も
要
求
さ
れ
な
い
給
付
は
、
児
童
扶
助

（”
いＯ
①
８
０】“
Ｆ
ツ
】．ｏュ
”
●
８
）、
宿
泊
ま

た
は
社
会
再
適
応
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
所
の
場
合
の
社
会
扶
助
、
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
扶
助

（医
療
施
設
に
お
け
る
治
療
、
検
査
、
投
薬

に
対
す
る
費
用
負
担
）
で
あ
る
。

第
二
に
、
居
住
期
間
あ
る
い
は
滞
在
の
適
法
性
の
い
ず
れ
か
を
要
求
さ
れ
る
給
付
は
、
自
宅
に
お
け
る
医
療
扶
助
、
お
よ
び
、
高
齢
者
へ



（２９
）　
　
　
　
（３０
）

の
自
宅
に
お
け
る
社
会
扶
助
単
純
手
当
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
適
法
な
在
留
資
格
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
三
年
以
上
の
中
断
の
な
い

居
住
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
適
法
な
在
留
資
格
ま
た
は
七
〇
才
以
前
に
一
五
年
以
上
フ
ラ
ン
ス
に
中
断
な
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
が
要

求
さ
れ
る
。

第
二
に
、
そ
れ
以
外
の
個
別
的
社
会
扶
助
に
つ
い
て
は
、
滞
在
の
適
法
性
要
件
の
み
が
要
求
さ
れ
る
（．

た
だ
し
ヽ
例
外
的
状
況
を
考
慮
し
、

滞
在
の
適
法
性
の
要
件
を
考
慮
せ
ず
給
付
を
行
う
場
合
が
あ
る
（躍

な
お
、　
一
般
的
最
低
生
活
保
障
機
能
を
有
す
る
最
低
参
加
収
入

（”
〓
じ

の
受
給
に
は
、
居
住
期
間
及
び
滞
在
の
適
法
性
の
双
方
が
要
求

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
が
同
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
三
年
以
上
フ
ラ
ン
ス
に
中
断
な
く
適
法
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

（３３
）

と
さ
れ
て
い
る
。

（３
）
失
業
補
償

失
業
補
償
給
付
を
享
受
で
き
る
の
は
、
有
効
期
間
中
の
労
働
資
格
を
持
っ
て
い
る
労
働
者
の
み
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
い
か

な
る
者
も
フ
ラ
ン
ス
で
の
労
働
資
格
を
有
し
て
い
な
い
外
国
人
を
雇
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
労
働
法
典
で
定
め
ら
れ
て
い
る
（躍

他
方
、
違
法

二
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
が
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
労
働
法
上
の
権
利
と
し
て
、
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
勤
続
年
数
に
伴
う
利
益
、
報
酬
、

解
雇
手
当
が
同
法
典
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
失
業
補
償
は
そ
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
（電

（４
）
個
人
保
険

（３
ｏ日
”
●
８

●
ｏＨ８
目
ＦＯ
【【ｅ

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
全
て
の
者
は
、
何
ら
か
の
資
格
で
義
務
的
社
会
保
障
制
度
の
疾
病

・
出
産
保
険
の
現
物
給
付
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
個
人
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
（電

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一八
三
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一
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四

た
だ
し
、
外
国
人
は
、
同
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
適
法
に
３
カ
月
以
上
滞
在
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

（３７
）

ら
な

い
。

（５
）
憲
法
院
の
判
断

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
定
の
社
会
的
保
護
給
付
に
は
、
そ
の
享
受
に
つ
き
、
適
法
滞
在

・
就
労
要
件
ま
た
は

（お
よ
び
）
居
住
期

間
要
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、　
一
九
九
二
年
八
月

一
八
日
の
憲
法
院
の
判
決
は
、　
一
九
九
二
年
八
月
二
四
日
の
法
律
が
、　
一
定
の
社
会
保

障
給
付
及
び
社
会
扶
助
給
付
に
、
適
法
滞
在
要
件
と
居
住
期
間
要
件
を
導
入
し
た
こ
と
を
合
憲
と
判
断
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
社
会
保
障
給
付
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
要
件
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
適
法
に
滞
在

・
就
労
す
る
外
国
人
と
適
法

性
の
な
い
外
国
人
は
、
法
目
的
に
照
ら
し
同

一
の
状
態
に
な
い
こ
と
を
理
由
に
、　
一
九
五
八
年
憲
法
第
二
条
に
お
け
る
平
等
原
則
に
反
し
な

い
と
し
た
。

ま
た
、
第
二
に
、
社
会
扶
助
給
付
の
い
く
つ
か
に
お
け
る
こ
れ
ら
要
件
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
社
会
扶
助
給
付
に
は
こ
れ
ら
適
法

滞
在
・
就
労
要
件
も
居
住
期
間
要
件
も
な
く
、
適
法
滞
在
・
就
労
要
件
ま
た
は
居
住
期
間
要
件
を
課
し
て
い
る
自
宅
医
療
扶
助
に
つ
い
て
も
、

社
会
福
祉
担
当
大
臣
に
例
外
措
置
を
と
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、　
一
九
五
八
年
憲
法
に
よ
り
継
承
さ
れ
た

一
九
四
六
年
憲
法
前
文

一
一

項
の

「全
て
の
人
に
健
康
、
身
体
の
安
全
、
休
息
、
余
暇
を
保
障
す
る
。
そ
の
年
齢
、
身
体
的
精
神
的
状
態
ま
た
は
経
済
的
状
況
に
よ
り
労

働
し
う
る
状
態
に
な
い
者
は
、
共
同
体
か
ら
適
切
な
生
存
の
為
の
手
段
を
得
る
権
利
を
有
す
る
」
と
の
原
則
を
実
効
あ
ら
し
め
て
い
る
も
の

と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

（Ｃ
）
支
給
に
お
け
る
居
住
要
件



非
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
社
会
保
険
給
付
及
び
労
災
補
償
給
付
に
は
、
外
国
人
の
み
に
課
さ
れ
る
、
支
給
の
際
の
居
住
要
件
が
存
在
す

２つ
。（１

）
社
会
保
険
給
付

外
国
人
労
働
者
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
居
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
社
会
保
険
給
付
を
享
受
す
る
（電

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
支
給
の
際
の
居
住
要
件
が
な
く
移
送
可
能
な
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
も
、
外

国
人
労
働
者
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
を
離
れ
た
場
合
こ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（２
）
労
災
補
償
給
付

労
災
補
償
給
付
に
つ
い
て
は
、　
一
時
的
労
務
不
能
期
間
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
も
外
国
人
も
、
そ
の
給
付
を
管
掌
す
る
疾
病
金
庫
が
医
療
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
う
る
と
い
う
条
件
で
、
医
療
補
償
及
び
体
業
補
償
の
権
利
を
有
し
た
ま
ま
外
国
に
滞
在
す
る
事
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
恒
久
的
労
務
不
能
の
場
合
、
年
金
は
フ
ラ
ン
ス
国
籍
者
の
み
に
給
付
の
移
送
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
が
フ
ラ
ン

ス
を
離
れ
る
場
合
、
年
金
の
支
給
は
停
止
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
る
外
国
人
労
働
者
は
そ
の
全
補
償
と
し
て
年
金

↑
ｏ津
こ

の
三
年
分

に
等
し
い
一
時
金
の
み
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
（℃

ま
た
、
外
国
人
扶
養
家
族
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
る
場
合
、
被
災
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
生
存
配
偶
者
に
対
す
る
年
金
の
支
給
を
停
止
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
扶
養
家
族
は
、
そ
の
全
補
償
と
し
て
そ
の
年
金
の
三
年
分
に
等
し
い
一
時
金
の
み
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
（℃

さ
ら
に
、
災
害
時
、
外
国
人
で
あ
る
扶
養
家
族
が
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
当
該
扶
養
家
族
は
い
か
な
る
補
償
も
受
け

（４２
）

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五
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究
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（
一
九
九
六
年
）

二

八
六

（Ｄ
）
属
地
主
義
に
基
づ
く
不
利
益

他
方
、
社
会
的
保
護
給
付
の
権
利
取
得
要
件
あ
る
い
は
支
給
要
件
の
中
に
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
同

一
の
要
件
で
あ
る
が
、
特
に
国
際
移
動

型
の
外
国
人
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
と
っ
て
不
利
益
を
生
じ
る
可
能
性
の
高
い
要
件
が
存
在
す
る
。

（１
）
非
職
業
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
険
給
付

ａ
　
疾
病

・
出
産
保
険
給
付

（４３
）

原
則
と
し
て
、
疾
病
・出
産
時
の
医
療
費
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
医
療
を
受
け
な
け
れ
ば
そ
の
費
用
の
償
還
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

た
と
え
ば
、
被
保
険
者
の
家
族
が
外
国
に
居
住
し
外
国
で
医
療
を
受
け
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
当
該
被
保
険
者
が
出
身
国
二
戻
っ
て
医
療
を

受
け
る
場
合
、
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ｂ
　
老
齢
保
険
給
付

老
齢
保
険
給
付
の
算
定
は
、
専
ら
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
保
険
期
間
の
み
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
、
国
際
協
定
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
他
国

に
お
け
る
保
険
期
間
を
算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
出
国
す
る
場
合
何
ら
か
の
形
で
同
権
利
を
保
持
し
た
り
、　
一
時
金
に
よ
る
清

算
を
行
う
等
の
方
法
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
移
動
型
の
労
働
者
は
、
老
齢
給
付
の
受
給
に
お
い
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
。

ｃ
　
遺
族
保
険
給
付

子
を
養
育
中
あ
る
い
は
九
年
間
以
上

一
六
才
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
た
生
存
配
偶
者
で
再
婚
し
て
い
な
い
五
五
才
以
下
の
者
に
対
す
る

給
付
で
あ
る
遺
族
給
付
は
、
当
該
生
存
配
偶
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
の
み
支
給
さ
れ
る
（理

し
た
が
つ
て
ヽ
た
と
え
ば
、
当

該
生
存
配
偶
者
が
外
国
人
で
出
身
国
に
帰
国
す
る
よ
う
な
場
合
な
ど
、
当
該
給
付
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。



（２
）
労
災
補
償
給
付

補
償
の
対
象
と
な
る
労
働
災
害
は
、
外
国
駐
在
労
働
者
ま
た
は
外
国
移
住
者
で
フ
ラ
ン
ス
労
災
保
険
が
継
続
適
用
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除

き
、
フ
ラ
ン
ス
領
上
で
起
こ
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
外
国
に
職
業
病
の
原
因
が
あ
る
場
合
、
同
職
業
病
は
補
償
の
対
象

と
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
外
国
で
の
労
働
に
部
分
的
に
職
業
病
の
原
因
が
あ
る
場
合
、
外
国
で
の
労
働
が
職
業
病
の
認
定
等

に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

（３
）
家
族
給
付

家
族
給
付
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
で

し
た
が

っ
て
、
た
と
え
ば
、

（４
）
失
業
補
償

失
業
補
償
給
付
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
求
職
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
職
業
安
定
所

（≧
四ｏ●
８

●
”
け̈
ｏ
口
”
お
り
ｏ
員

庁
Ｂ
り
【２
¨
＞
Ｚ
「
Ｕ

に
登
録
し
、
求
職
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
（型

の
で
、
た
と
え
ば
、
失
業
給
付
を
も
ら
い
な
が
ら
、
他
国
で
求
職
活
動
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
１

）

〓

ｏ
日

①
詳

ｏ

「

，
一
】
０
口
０

「

８

●
０
お

ｒ

ｏ
お

ｇ

Ｒ
ｏ

∽
８

】
”
】

・
８

８

口
。

口

３

９

９

参

照

。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

二

八
七

一
定
の
例
外
的
場
合
を
除
き
、
受
給
者
お
よ
び
そ
の
扶
養
さ
れ
る
子
が
受
給
時
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し

家
族
と
離
れ
て
フ
ラ
ン
ス
で
労
働
す
る
外
国
人
は
、
家
族
給
付
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
〇

０
■
『
“
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
。
ω
卜
Ｈ
‐
０
‥
日

ｏ
け

，
ユ
ｒ

”

・
ω
ｕ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
９

０
・∽
・∽
。
２
評

・
Ｆ

・
Ｎ
卜
Ｈ
‐
ｒ

・
”

・
『
卜
Ｈ
‥
【

ｏ
け

∪

・
く
ヽ
日
‐
ド

０
。∽
。∽
・
”
詳

・
”
・
べ
ヽ
日
‐
Ｈ

ｏ
け
∪
・
ヽ
卜
Ｐ
‐
ド

■
５
０
【識
９
〕
り
”
『
ゝ
ｂ
Ｆ

Ｎ
ω

一
“

目̈

い
０
０
Ｐ

」
Ｏ

Ｎ
』
●
【】ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

∪
ｏ
９
●
。
Ｏ
ω
‐ωＮ
Ｏ
一
Ｆ

Ｈω
，
ｏ
Ｏ
一
日０
０Ｐ
『
Ｏ

Ｈ∞
，
ｏ
Ｐ
・

，
Ｐ
Ｈヽ
Ｎ
ド
曰
樹
型
決
に
つ
い
て
は
、
「
ｏ
”
コ
‐
ｒ
”
０
口
Ｏ
ｏ
∪
Ｃ
”
国
く
”
Ｏ
Ｃ
Ｘ

ｏけ
Ｘ
”
く
お
『

り
”
闘
↓
〇
↓
・
Ｆ
一
Ｈｏ
〓
Ｏ
①
】．９
『Ｒ
崎
ｑ

ｗ
Ｓ
り
『舞
ｏ
ｏ一̈
ｏ
●
８
ｏ
”̈
】ｐ
∪

，
ｏｏ
９
８
Ｒ
・フ
３
・参
照
。
ま
た
、
一副
掲
山
崎
文
夫

「
フ
ラ
ン
ス
の
外

国
人
と
社
会
保
障
の
権
利
」
二
四
〇
頁
以
下
参
照
。

０
。∽
。∽
ｔ

，
ユ
一
ｒ

・
ω
日
日
‐
ド

０
。∽
・∽
こ

“
ユ
ｒ
ｒ
・
ヽ
ω
卜
‐
Ｎ
Ｐ

Ｏ
け
巴
ュ
・
”
・
卜
ω
卜
‐
ω
”

０
・∽
・∽
‘

“
ユ
ｒ
ｒ
・
卜
ω
卜
‐
Ｎ
Ｐ

”
Ｆ

Ｎ
。

０
・∽
。∽
ｔ

，
ユ
ｒ

ｒ
・
ヽ
ω
ト
Ｉ
Ｎ
Ｐ

”
ｒ

ω
・

Ω
∽
・∽
・・
“
ユ
・
ｒ
〓
Ｙ
”
例
外
的
に
外
国
で
の
医
療
費
が
償
還
さ
れ
る
の
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
扶
養
家
族
が
外
国
で
病
気
に
か
か
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
当
該
人
が
証
明
す
る
場
合
で
あ
る
。

０

。∽
・∽
‘

”
ユ
ｒ

ｒ
。
ω
ｏ
Ｏ
ｌ
ｒ

医
学
的
理
由
ま
た
は
学
業
完
成
の
た
め
の
外
国
滞
在
、
一一一カ
月
以
内
の
短
期
滞
在
、
国
境
付
近
居
住
者
で
子
が
医
療
ま
た
は
教
育
の
た
め
隣
国

の
施
設
に
い
る
場
合
、
で
あ
る

（０
∽
・∽
。・

，
ユ
・
″
望
Ｔ
ｒ
ュ
・
Ｎ
し
。

０

。９

∽
ｔ

“
ユ

・
ｒ

・
９
【
Ｎ
‐
ｒ

Ｏ

・
嗜

”
´

。
２
３

・
ｒ

・
ω
ｏ
日
‐
Ｈ
９

０
け

”

。
ω
９
Ｈ
‐
Ｎ
Ｏ

①
け

，



二
　
外
国
居
住
者
の
社
会
的
保
護

―
属
地
主
義
と
域
外
適
用

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
属
地
主
義
原
則
に
立
脚
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
は
、　
一
般
的
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
職
業
活
動
を
行
う
者
は
同
制
度
へ
の
加
入
義
務
を
負
い
、
フ
ラ
ン

ス
領
土
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
失
業
補
償
も
、
基
本
的
に
国
内
労
働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
に
よ
る
そ
の
労
働
者
の
外
国
派
遣
を
容
易
に
し
、
も
し
く
は
、
当
該
労
働
者
の
社
会
的
保
護
上
の
不
利
益
を
回
避

す
る
た
め
、
ま
た
は
、
外
国
に
居
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
社
会
的
保
護
の
た
め
、
社
会
保
障
制
度
の
部
分
的
域
外
適
用
、
及
び
、
失
業
補
償

制
度
の
一
つ
で
あ
る
失
業
保
険
制
度
の
域
外
適
用
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
補
足
的
退
職
制
度
も
部
分
的
域
外
適
用
を
認
め
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
際
協
定
、
あ
る
い
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
基
づ
く
特
別
の
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
規
則
の
適
用
の

な
い
国
の
居
住
者
に
対
す
る
、
社
会
保
障
制
度

（１
）、
失
業
保
険
制
度

（２
）、
及
び
、
補
足
的
退
職
制
度

（３
）
の
域
外
適
用
制
度
を
中

（１
）

心
に
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
社
会
扶
助
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
人
の
み
を
適
用
対
象
と
し
（辻

域
外
適
用
は
行
わ
れ
な
い
。

１
　
社
会
保
障
制
度

社
会
保
障
制
度
の
部
分
的
域
外
適
用
制
度
は
、
当
該
人
の
居
住
地
ま
た
は
労
務
履
行
地
と
は
無
関
係
に
、
単
な
る
保
険
料
の
支
払
に
基
づ

く
社
会
保
障
制
度
の
享
受
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九

一
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二

同
制
度
は
、
一
九
六
五
年
七
月

一
〇
日
の
法
律
、
一
九
七
六
年

一
二
月
二

一
日
の
法
律
、
一
九
八
四
年
七
月

一
三
日
の
法
律
に
よ
り
創
設
、

改
正
さ
れ
、
社
会
保
障
法
典
Ｌ
七
六

一
―

一
条
以
下
に
法
典
化
さ
れ
て
い
る
。
同
制
度
に
お
い
て
は
、
外
国
居
住
者
は

「外
国
駐
在
労
働
者

↑
轟
く

，
い】】ｏ日
り
０
いい３

，
いのこ

と

「外
国
移
住
者

（Ｏｘ
●
”
”『【Ｏｏと

の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
別
さ
れ
、
い
ず
れ
に
属
す
る
か
に
よ
り
異

な
る
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
「外
国
駐
在
労
働
者
」
お
よ
び
「外
国
移
住
者
」
の
ぞ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、

社
会
保
障
の
域
外
適
用
制
度
を
検
討
す
る
。

（Ａ
）
「外
国
駐
在
労
働
者
」
と
社
会
保
障
の
域
外
適
用

外
国
駐
在
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
障
の
域
外
適
用
制
度
は
、　
一
九
七
六
年

一
二
月
二

一
日
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

「外
国
駐
在
労
働
者
」
と
は
、
社
会
保
障
法
典
の
定
義
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
人
か
否
か
を
問
わ
ず
、
使
用
者
に
よ
り
外
国

に
一
時
的
に
派
遣
さ
れ
る
賃
金
労
働
者
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
、
で
あ
る
（℃

「外
国
駐
在
労
働
者
」
は
、
そ
の
住
居
と
労
務
履
行
地
を
フ

ラ
ン
ス
に
有
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
フ
ラ
ン
ス
領
土
を
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
も
の
と
取
り
扱
う
の
で
あ
る

（擬
制

的
属
地
主
義
）。
し
か
し
な
が
ら
、
同
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
際
協
定
等
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
、
使
用
者
に
よ
る
保
険
料
の

支
払
の
約
束
が
そ
の
要
件
と
な
る
。
ま
た
、
国
際
協
定
等
が
存
在
し
な
い
場
合
、
新
た
な
労
務
地
国
に
お
い
て
保
険
加
入
義
務
が
あ
る
場
合
、

同
加
入
義
務
は
免
除
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
へ
の
二
重
加
入
、
保
険
料
の
二
重
支
払
の
危
険
性
が
存
在
す
る
。

（１
）
適
用
対
象

「外
国
駐
在
労
働
者
」
と
し
て
社
会
保
障
制
度
の
適
用
を
受
け
う
る
の
は
、　
一
定
の
要
件
を
み
た
す
賃
金
労
働
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
で
あ
る
。
独
立
自
営
業
者
、
あ
る
い
は
、
「外
国
駐
在
労
働
者
」
と
定
義
さ
れ
な
い
賃
金
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制



度
か
ら
み
れ
ば
、
「外
国
移
住
者
」
と
定
義
さ
れ
る
。

（２
）
駐
在
の
要
件
と
手
続

駐
在
は
、
ま
ず
第

一
に
、
労
働
者
と
当
初
の
使
用
者
と
の
従
属
関

（
係
拗
存
続
を
前
提
と
す
る
。
労
働
者
は
、
同
使
用
者
か
ら
報
酬
を
支
払

わ
れ
続
け
、
使
用
者
は
必
要
な
保
険
料
の
全
て
を
支
払
う
義
務
を
負
う
′。

採
用
に
伴
う
即
時
の
派
遣
も
可
能
で
あ
り
、
契
約
展
開
中
の
派
遣

と
区
別
さ
れ
な
い
。

駐
在
は
、
第
二
に
、　
一
時
的
業
務
を
前
提
と
す
る
。　
一
時
的
で
あ
る
と
性
質
決
定
さ
れ
る
一
時
的
派
遣
の
最
大
期
間
は
、
三
年

（当
初
は

六
カ
月
）
で
あ
り
、　
一
度
だ
け
更
新
し
う
る
（℃

引
き
続
き
行
わ
れ
る
駐
在
の
場
合
は
、
三
カ
月
以
内
の
駐
在
を
除
き
、
当
該
駐
在
の
間
に
二

年
の
期
間
を
お
く
こ
と
を
要
求
す
る
。

手
続
の
開
始
は
使
用
者
の
義
務
で
あ
る
。
使
用
者
は
当
該
労
働
者
が
所
属
す
る
金
庫
に
照
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
形
式
が
整
え
ば
、

当
該
労
働
者
が
そ
の
通
常
の
労
務
地
の
社
会
保
障
制
度
の
適
用
下
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
。
同
証
明
書
は
請
求
の

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
効
力
を
有
す
る
。

（３
）
駐
在
の
効
果

駐
在
期
間
中
、
当
該
労
働
者
は
、
そ
の
住
居
と
労
務
地
を
フ
ラ
ン
ス
に
有
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
の
も
と
に

あ
り
続
け
る
。
当
該
労
働
者
は
同
制
度
に
加
入
し

（保
険
料
の
支
払
義
務
）、
同
制
度
を
享
受
す
る

（給
付
受
給
権
）。
す
な
わ
ち
、
①
　
本

人
お
よ
び
扶
養
家
族

（フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
る
場
合
で
あ
れ
、
随
行
す
る
場
合
で
あ
れ
）
へ
の
疾
病
・出
産
保
険
の
現
物
給
付
、
②
　
労
災
・

職
業
病
補
償
の
現
物

ｏ
金
銭
給
付
、
③
　
障
害
保
険
の
諸
給
付
、
④
　
死
亡

一
時
金
、
⑤
　
遺
族
保
険
給
付
、
の
各
給
付
を
享
受
す
る
こ
と

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
二
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が
で
き
る
。
ま
た
、
外
国
で
の
職
業
活
動
期
間
は
、
老
齢
保
険
に
お
け
る
加
入
期
間
と
し
て
一
　

　

　

（ι

昇
入
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
家
族
給
付
は
、
家
族
が
フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
、
家
族
が
労
働
者
の
労
務
履
行
地
に

随
行
し
、
か
つ
、
当
該
労
務
地
国
が
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
際
協
定
締
結
国
も
し
く
は

，
Ｅ
Ｕ
構
成
国
で
あ
る
場
合
に
の
み
支
給
さ
れ
る
。

外
国
で
発
生
し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、
手
続
と
通
知
期
間
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
企
業
は
、
休
業
補
償
と
し
て
の
金
銭
給
付
で
あ
る

日
々
手
当

（中●
０
い日
●
一̈０

一ｏ
“
ヨ
”
】【０■ｏ３

を
、
労
災
補
償
の
管
掌
機
関
で
あ
る
疾
病
基
礎
金
庫

（ｏ
”
ｏ̈０８

り
Ｌ
ヨ
“
】■８

ヽ
，３
８
８
８
ｏ

日
”
］”
０
お
“０
■
＞
〓
）
の
代
わ
り
に
先
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
に
同
金
庫
よ
り
償
還
を
受
け
る
。
傷
病
に
つ
き
必
要
な
医
療
費
用
（薬
品
、

治
療
、
入
院
）
に
つ
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
幻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（↓

付金
は
し
ば
し
ば
超
過
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
疾
病

・
出
産
の
現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
外
国
で
受
け
た
医
療
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
現
実
に
支
払
わ
れ
た
費
用
を
基
礎

と
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
償
還
率

・
額
の
限
度
で
償
還
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。

（Ｂ
）
「外
国
移
住
者
」
と
社
会
保
障
の
域
外
適
用

外
国
移
住
者
に
対
す
る
社
会
保
障
の
域
外
適
用
制
度
は
、　
一
九
六
五
年
七
月

一
〇
日
の
法
律
に
よ
り
創
設
、　
一
九
七
六
年

一
二
月
二

一
日

の
法
律
、　
一
九
八
一
年
六
月
二
七
日
の
法
律
、
お
よ
び
、　
一
九
八
四
年
七
月

一
三
日
の
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

「外
国
移
住
者
」
と
は
、
外
国
居
住
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
て
、
「外
国
駐
在
労
働
者
」
と
定
義
さ
れ
な
い
者
で
あ
る
。
移
住
者
の
居
住
国
に

お
け
る
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
保
護
の
欠
如
、
特
に
開
発
途
上
国
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
不
十
分
さ
を
補
完
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
の
年
金
受
給
に
お
け
る
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
外
国
移
住
者
に
対
し
て
、
個
別
的
に
フ
ラ

ン
ス
社
会
保
障
制
度
に
加
入
す
る
権
利
を
次
第
に
確
立
し
た
。

現
行
制
度
に
お
い
て
は
、
外
国
に
居
住
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
職
業
活
動
に
従
事
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
あ
れ
、



賃
金
労
働
者
で
あ
れ
独
立
自
営
業
者
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
制
度
に
任
意
に
加
入
し
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
給
付
を
受
け

（９
）

る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
族
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
者
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
ま
た
は
国
際
協
定
締
結
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、

当
該
家
族
が
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
場
合
を
除
き
、
支
給
さ
れ
な
い
。

以
下
、
外
国
移
住
者
に
対
す
る
社
会
保
障
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
当
該
移
住
者
が
賃
金
労
働
者
で
あ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
に
区

別
し
て
検
討
す
る
。

（１
）
賃
金
労
働
者

賃
金
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
場
合
、
「外
国
移
住
者
」
と
し
て
、
疾
病
・
出
産
・
障
害
任
意
保
険
、
労
災
任
意
保
険
、　
一
般

制
度
の
老
齢
任
意
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ａ
　
疾
病

・
出
産
、
障
害
、
労
災

・
職
業
病

賃
金
労
働
者
は
、
疾
病

・
出
産

ｏ
障
害
任
意
保
険
お
よ
び
労
災
任
意
保
険
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
入
者
は
、
外
国
在
住
フ
ラ
ン
ス
人
金
庫

（ｏ
”
一∽８

●
８

”
厨
お
”
お
”
【．０一樹
記
ｑ̈
¨
ｏ
”
ｕ
）
に
属
し
、
同
金
庫
は
、
疾
病

・
出
産

・
障

害
任
意
保
険
お
よ
び
労
災

・
職
業
病
任
意
保
険
を
独
立
し
て
管
理
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
企
業

（使
用
者
）
は
、
外
国
で
雇
用
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
ま
た
は
外
国
人
労
働
者
に
代
わ
っ
て
、
任
意
保
険
加
入
手
続
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
当
該
労
働
者
が
望
ん
だ
場
合
は
使
用
者
の
義
務
と
な
る
。

保
険
料
の
支
払
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
賃
金
労
働
者
の
負
担
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
使
用
者
は
、
保
険
料
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
負
担

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
報
酬
は
、
疾
病

・
出
産

・
障
害
任
意
保
険
の
場
合
、
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
五
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定
額
で
あ
る
。
保
険
料
率
は
、
八
、
四
％
で
あ
る
。
労
災
任
意
保
険
の
場
合
、
労
働
者
は
一
定
の
範
囲
の
中
で
算
定
基
礎
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
険
料
率
は
、　
一
・
五
％
で
あ
る
。

被
保
険
者
で
あ
る
賃
金
労
働
者
及
び
扶
養
家
族
は
、
疾
病

・
出
産

・
障
害
任
意
保
険
に
お
い
て
は
、
疾
病

ｏ
出
産
に
お
け
る
現
物
給
付
及

び
障
害
年
金
を
、
労
災
任
意
保
険
に
お
い
て
は
、
現
物
給
付
お
よ
び
金
銭
給
付
の
双
方
を
受
給
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
賃
金
労
働
者
は
、
保
険
料
を
付
加
的
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
付
加
給
付

（疾
病

・
出
産
に
お
け
る
金
銭
給
付
、
死
亡

（１０
）

一
時
金
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ
　
老
齢
保
障

賃
金
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
す
る
場
合
、　
一
般
制
度
の
老
齢
任
意
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
保
険
を
管
理
す
る
の

は
、
外
国
在
住
フ
ラ
ン
ス
人
金
庫

（ｏ
『
Ｕ

で
あ
る
。

当
該
賃
金
労
働
者
は
、
他
の
一
般
制
度
へ
の
加
入
者
と
同
様
に
決
定
さ
れ
る
保
険
料
を
も
っ
ぱ
ら
自
己
の
負
担
で
支
払
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
使
用
者
は
保
険
料
支
払
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
被
保
険
者
の
任
意
保
険
加
入
期
間
は
、
年
金
受
給
権
の
有
無
お
よ
び
額
の
決
定
に
お
い
て
算
入
さ
れ
、
他
の
加
入
者
と
同

一
の
給
付

（Ｈ
）

を
受
給
す
る
権
利
を
有
す
る
。

（２
）
他
の
移
住
者

外
国
で
職
業
活
動
を
営
む
フ
ラ
ン
ス
人
独
立
自
営
業
者
は
、
出
産

・
疾
病
に
つ
い
て
は
任
意
保
険
に
、
労
災
に
つ
い
て
は
労
災
任
意
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
保
険
を
管
理
す
る
の
は
外
国
在
住
フ
ラ
ン
ス
人
金
庫

（Ω
耐
）
で
あ
る
。

ま
た
、
老
齢
、
障
害
、
死
亡
に
つ
い
て
は
、
独
立
自
営
業
者
老
齢

・
障
害

・
死
亡
保
険
制
度
、
お
よ
び
自
営
業
者
老
齢
任
意
保
険
に
加
入



す
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
険
料
は
、
他
の
独
立
自
営
業
者
と
同
様
、
も

っ
ぱ
ら
自
己
の
負
担
で
支
払
わ
れ
、
同

一
の
給
付
を
受
給
す
る
（躍

２
　
失
業
保
険
制
度

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
失
業
補
償
の
中
核
を
な
す
失
業
保
険
制
度
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
全
国
全
産
業
労
働
協
約
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
協
約

上
の
制
度
で
あ
り
、
労
使
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
制
度
は
、
当
初
は
、
国
内
に
お
け
る
適
用
を
想
定
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
立
法
者
は
、
一
九
七
九
年

一
月

一
六
日
の
法
律
に
よ
り
、
同
制
度
に
関
与
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「全
て
の
使
用
者
は
、
外

国
へ
の
一
時
的
派
遣
労
働
者
お
よ
び
外
国
へ
の
フ
ラ
ン
ス
人
移
住
労
働
者
を
含
む
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、
失
業
リ
ス
ク
に
対
す
る
補
償
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
（電

そ
し
て
こ
れ
に
基
づ
き
、
外
国
駐
在
労
働
者
及
び
外
国
移
住
フ
ラ
ン
ス
人
賃
金
労
働
者
に
対
し
、
失

業
保
険
制
度
を
義
務
的
に
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
他
方
、
他
の
外
国
勤
務
労
働
者
に
つ
い
て
も
任
意
的
加
入
制
度
を
創
設
し
た
（躍

（１
）
適
用
対
象
の
拡
大

ａ
　
外
国
駐
在
労
働
者

全
て
の
国
籍
の
外
国
駐
在
労
働
者
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
の
駐
在
を
除
き
、
強
制
的
に
フ
ラ
ン
ス
失
業
保
険
制
度
の
適
用
を
う
け
る
。

当
該
労
働
者
の
使
用
者
は
、
労
使
二
者
構
成
の
失
業
保
険
管
掌
機
関
で
あ
り
、
企
業
の
加
入
、
保
険
料
の
徴
収
及
び
手
当
の
支
給
を
担
当

す
る
工
業

・
商
業
に
お
け
る
雇
用
組
合

（＞
ｏ８
ｏ【“
けざ
房

ｏ
ｏ
員

】．Φ日
●
中２
●
”
●
り
】、】●
ヽ
房
一『お
偉

Ｆ
８
日
日
Ｒ
８
¨
＞
∽
曽
３
日９

に
保
険

料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
七
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ｂ
　
外
国
移
住
労
働
者

フ
ラ
ン
ス
人
及
び
Ｅ
Ｕ
諸
国
出
身
者
は
、
そ
の
期
間
に
関
わ
ら
ず
Ｅ
Ｕ
構
成
国
以
外
の
外
国
で
労
務
を
提
供
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
で
設

立
さ
れ
た
企
業
と
労
働
契
約
を
締
結
し
た
場
合
、
強
制
的
に
フ
ラ
ン
ス
失
業
保
険
制
度
の
適
用
を
受
け
る
。

当
該
労
働
者
の
使
用
者
は
、
移
住
労
働
者
失
業
金
庫

（ｏ
”
中ｏ８

ｏ，
０日
”
ｍ
Ｏ
一
８

ｏ
ｘ
Ｏ
“
質
３̈
）
に
特
別
に
加
入
し
、
保
険
料
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｃ
　
任
意
適
用
企
業

ｏ
労
働
者

外
国

（Ｅ
Ｕ
を
除
く
）
で
企
業
活
動
を
行
う
た
め
に
採
用
さ
れ
た
現
地
労
働
者
あ
る
い
は
当
該
国
以
外
の
外
国
人
労
働
者

（外
国
駐
在
労

働
者
と
し
て
も
外
国
移
住
労
働
者
と
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
失
業
保
険
制
度
が
義
務
的
に
適
用
さ
れ
な
い
）
の
失
業
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

フ
ラ
ン
ス
で
設
立
さ
れ
た
企
業

・
使
用
者
と
当
該
現
地
労
働
者
あ
る
い
は
当
該
国
以
外
の
外
国
人
労
働
者
も
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
保
険
制
度
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）
給
付
要
件

失
業
給
付
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
被
保
険
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
、
全
国
雇
用
安
定
所

（＞
Ｚ
”
Ｕ

に
失
業
者
と
し
て
登
録
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
補
足
的
退
職
制
度

（ふ
咀
ヨ
８

８
ョ
０
ぶ
Ｂ
Ｏ●
Ｓ
お̈
り
ヽ
０
お
け轟
】けＣ

補
足
的
退
職
制
度
は
、
老
齢
リ
ス
ク
に
対
し
、
法
定
制
度
に
お
け
る
老
齢
保
険
に
よ
る
老
齢
年
金
を
補
完
す
る
た
め
、
付
加
的
老
齢
年
金



を
支
給
す
る
老
齢
保
険
制
度
で
あ
る
。　
一
般
制
度
に
属
す
る
全
て
の
労
働
者
は
、　
一
九
七
二
年

一
二
月
二
九
日
の
法
律
に
よ
り
、
補
足
的
退

職
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
業
部
門
以
外
の
労
働
者
の
た
め
の
補
足
的
退
職
制
度
は
、
大
別
し
て
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
幹
部
職
員
の
た
め
の
、
一
九
四
七
年
二
月

一
四
日
の
労
働
協
約
に
よ
り
創
設
さ
れ
、

労
使
二
者
代
表
機
関
で
あ
る
幹
部
職
員
退
職
者
組
織

一
般
組
合

（＞
∽８
ｏい”
一̈
ｏ
口
”
０口
ＯＳ
お
０
８

３̈
一中ご
いざ
房
Ｏ
①
『ｏ一轟

”̈８
鮎
８
８
針
８
”

＞
０
日”
９

に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
る
制
度
、
第
二
に
、
一
般
労
働
者
の
た
め
の
、
一
九
六

一
年

一
二
月
八
日
の
労
働
協
約
に
よ
り
創
設
さ
れ
、

同
じ
く
労
使
二
者
代
表
機
関
で
あ
る
補
足
的
退
職
制
度
組
合

（＞
∽８
ｏ̈
詳
】ｏ
●
　
０
８
　
■ｏ咀
８
８
　
計
　
お
け轟

一̈８
　
８
日
●
志
ヨ
０●
一”
】■８
¨

＞
”
”
０
０
）
に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
補
足
的
退
職
制
度
の
財
政
は
、
賃
金
を
算
定
基
礎
と
す
る
労
使
負
担
の
保
険
料

に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

同
制
度
に
つ
き
、
「外
国
駐
在
労
働
者
」
は
、
社
会
保
障
制
度
と
同
様
、
補
足
的
退
職
制
度
の
適
用
を
受
け
続
け
る
。

ま
た
、
「外
国
移
住
労
働
者
」
は
、
従
業
員
代
表
と
企
業
の
協
定
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
個
別
加
入
に
よ
り
、
任
意
に
補
足
的
退
職
制
度
に

加
入
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
失
業
補
償
と
異
な
り
そ
の
加
入
は
義
務
的
で
は
な
」
地

（１
）

社
会
保
障
制
度
、
失
業
保
険
制
度
、
及
び
、
補
足
的
退
職
制
度
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
ｏＳ
ａ
ｒ
Ч
ｏ〒
ｏ
”ｏ口
無
＞
ユ
２
お
ｒ
Ч
ｏ〒
ｏ

，ｏ炉

Ｕ
可
Ｏ
一̈
∽
０
０
【”
】
】口
けｏ
「
●
“
け̈
Ｏ
●
”
【
①
一
ｏ
」
「
Ｏ
ｕ
０
０
●
・
ｏ
●
・ｏ
中”

・
●
・
∞
Ｏ
ｏ
一
∽
・
一
∩
）０
『
”
【
Ｏ
ｒ
ヽ
ｏ
●
‐
ｏ
）”
ｏ
●
・
Ｆ
「ｏ
∽
『
ｏ
】”
Ｌ
Ｏ
口
の
Ｏ
ｏ
一【
”
く
”
〓
【口
いｏ
■
●
”
け】Ｏ
●
“
】①
∽
・

日
ヽ
け̈
Ｏ̈
●
ｏ
ｒ

”̈
の̈
Ｏ
日
の
・
Ｈ
０
０
日
ヽ
●
・
日
『
日
ｏ
け
∽
・
一
日
ヽ，
曰
く
の
ｏ
ｏ
【“
Ｆ

Ｈ
０
０
卜
・
●
。
Ｎ
円
Ｏ
Ｎ
①
け
の
・
¨
り
ヽ
０
日
０
日
［
ｏ
Ｏ
「
”
け】０
」
①
一「
【
”
●
０
】０
い
ｏ
「
０
げ
く
可
①
∽
ｏ
Ｏ
【”
Ｆ

∪
ｏ
け
”
ｏ

，
ｏ
日
】①
口
”
Ｗ
】．０
け『
”
●
”
０
『
・
口
。
ω
Ｏ
ω
Ｏ
ｏ
け
∽
‘
●
。
∞
Ｏ
ω
①
け
ｏ
・
一
Ｖ
【”
ユ
①
【
「
男
踊
Ч
り
∩
ヽ
「

・
日
①ヽ
の
一『
“
く
”
〓
】０
●
『
∽
０
９

，
０

，
ｏ
ｏ
ｏ
け
Ｏ
Ｘ
り

，
一『
Ｏ̈
ｏ
Ｏ
け
】”

∽
ｏ
ｏ
●
■
忠
あ
ｏ
Ｒ
”
お
】
∪
・∽
・
Ｈ０
０
Ｆ
り
。
∞
０
”
一
”

，
日
ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
”
↓
【Ｚ
Ｕ
①
け
『
『”
口
ｏ
Ｏ
お
蜜
一同
く
Ｚ
Ｏ
↓
・
ｒ
”
仏
一‘
“
け】ｏ
口
貝
げ
ら
口
●
ｏ
ｕ
巴
評
ヽ
“
の，
】，
『お
）

”
∽０
０
０
け０
０
０
０
■０
いけ
ら
ｏ
】”
ｏ
『０
８
０
け一ｏ
口
のｏ
ｏ
”̈
【０
¨
】“
一員
Ｌ
り０
０
●
Ｕ
【”
０
０
０
①
『Ｏ
ｍ
Ｆ
Ｂ
一①
ｏ
●
ｏ
『①
い呵”
【い０
０●
０
０
【訥
●
Ｃ
Ω
ψ
ロ
ド
∽
・　
い０
０
ド
・
●
・∞
『
『
・
一

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九
九
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
〇

り
Ｆ
口
り̈
●
ｏ
ロ
ミ
だ
興
り
男
隔
Ｐ
一ｒ

，
０】け“
”
け】０
●
口
い
ｏ
Ｏ
」
●
００

，
ユ
０
●
０”
】”
【いい
。
”
りｏ
０〇一
Ｏ
①
ＱＨ
Ｏ
【一
Ｏ
①
】”
Ｕ
『〇
一〇０
け【０
●
００
０
中”
】０
“
】００
叶０
”
中
ピ
一ｏり
Ｏ
①

お
嗜
”
一̈ｏ
８

日
●
ぶ
日
０
諄
“
お̈
・
）

∽

８
８
・
）

田
ド
等
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

０
”
＞
あ
〓
”
諄
。
日
Ｎ
ト

】Ｆ
・
●
●
ω
］
●
０
０
・
Ｈ
Ｏ
ヽ
０
・

０
あ
。９

，
，

ユ
・
ｒ

ヽ
Ｏ
Ｔ
ｒ

Ｏ
・∽
。∽
ｔ
一躇
ｒ

ｒ
・
ヽ
０
い
‐
Ｎ
・

０
・∽
・∽
‘
”
ユ
。
”
・
ヽ
０
日
―
ド

０
・∽
・∽
‘
”
諄
。
”
・
『
０
い
‐
９

０
・∽
・∽
こ
“
ユ
Ｆ
”
・
卜
ヽ
ト
ー
日
”
”
・
卜
ヽ
卜
‐
０
・

た
だ
し
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
及
び
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ノ
ル
ウ
エ
ー
に
お
け
る

「外
国
移
住
者
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
に
お
い
て
そ
の
強
制
的
制
度
の

適
用
を
受
け
な
い
者
の
み
が
加
入
で
き
る
。

０
・∽
・∽
こ
”
ユ
Ｆ
ｒ
・
Ｏヽ
Ｎ
‥
日
０
一
ｐ
・
“
ユ
ｒ
”
・
ミ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
日
０
け
ｐ
・
２
■
・
∪
。
ＮＯ
Ｎ
‐
い
ｏ
一
９

０
・∽
・∽
〓
”
ユ
ｒ
ｒ
・
ヽ
ヽ
Ｎ
‐
【
ｏ
一
９
。
２
■
・
”
・
ベ
ト
Ｎ
Ｉ
ド
①
け
ｐ
・
２
■
・
∪
・
ヽ
ヽ
Ｎ
Ｉ
い
０
一
９

０
。∽
・∽
〓
”
ユ
ｒ
ｒ
。
ｏヽ
ω
‥
い
０
一
９
・
２
■
・
”
。
ヽ
Ｏ
ω
ｌ
い
ｏ
一
ｐ
・
２
■
・
Ｕ
・
ヽ
Ｏ
ω
‥
日
ｏ
け

，

０
。
け【”
く
こ
”
ユ
ｒ
ｒ
・ω
９
【
‐
や

一
九
七
九
年
二
月
二
九
日

Ｃ
Ｚ
閣
∪
ＨＯ
規
則
付
則
第
九
条
。

補
足
的
退
職
制
度
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
は
、
〓
ｏ
日
０
ュ
ｏ
「
”
け̈
Ｅ
Ｏ
「
譴
Ｈ
″
ｒ
Ｒ
３
ｌ
ｏ
∽
ｏ
ｏ
“̈
】・
８
８

魂

露
目

参
照
。



〓
一　
小
括

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
職
業
活
動
に
従
事
、
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
外
国

人
に
対
し
て
、
義
務
に
つ
い
て
も
権
利
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
国
籍
に
よ
る
差
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
平
等
取
扱
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
保
障
上
の
一
定
の
無
拠
出
制
給
付
に
は
い
ま
だ
国
籍
要
件
が
存
在
す
る
。
ま
た
大
部
分
の
社
会
保
障
給
付
、
補
足

的
退
職
制
度
、
失
業
補
償
給
付
、
お
よ
び
、　
一
定
の
社
会
扶
助
給
付
の
受
給
に
は
、
外
国
人
滞
在
・就
労
の
適
法
性
要
件
ま
た
は

（お
よ
び
）

一
定
の
居
住
期
間
要
件
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
給
の
際
の
フ
ラ
ン
ス
居
住
要
件
、
換
言
す
れ
ば
給
付
の
移
送
制
限
条
項
も
存
在
し
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
、
平
等
取
扱
上
の
問
題
と
は
別
に
、
属
地
主
義
原
則
に
基
づ
く
権
利
取
得
あ
る
い
は
支
給
に
関
す
る
要
件
が
、
特
に

国
際
移
動
型
の
外
国
人
労
働
者

（フ
ラ
ン
ス
人
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
が
）
に
と
っ
て
、
外
国
に
居
住
す
る
そ
の
扶
養
家

族
の
社
会
保
障
、
あ
る
い
は
、
給
付
へ
の
権
利
取
得
、
内
容
決
定
、
取
得
途
上
の
権
利
の
保
障
、
既
得
権
の
発
生
し
た
給
付
の
維
持
等
に
お

い
て
、
不
利
益
な
結
果
を
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障
、
補
足
的
制
度
の

一
部
、
お
よ
び
、
失
業
保
険
制
度
と
出
身
国
の
社
会
保
障
制
度
の
二
重
適
用
、
二
重
の
義
務
負
担
の
危
険
性
も
存
在
す
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
は
、
外
国
居
住
者
に
対
す
る
社
会
的
保
護
を
継
続
す
る
た
め
、
そ
の
部
分
的
域
外
適
用
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
社
会
保
障
制
度
お
よ
び
補
足
的
退
職
制
度
は
、
「外
国
駐
在
労
働
者
」
お
よ
び
そ
の
家
族
に
つ
い

て
は
、
当
該
人
が
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
続
け
て
い
る
の
と
同
様
に
、
そ
の
適
用
が
継
続
さ
れ
、
「外
国
移
住
者
」
お
よ
び
そ
の
家
族
に
つ
い
て

は
、
任
意
保
険
へ
の
加
入
に
よ
り
そ
の
給
付
を
享
受
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
失
業
保
険
制
度
は
、
「外
国
駐
在
労

働
者
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
人
が
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
続
け
て
い
る
の
と
同
様
に
、
そ
の
強
制
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
「外
国
移
住
労
働
者
」

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
一
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四
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（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
二

に
つ
い
て
も
外
国
移
住
者
失
業
金
庫

へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
的
調
整
規
定
が
な
い
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
制
度
と
居
住
国
の
制
度
と
の
二
重
適
用
、
保
険
料
の
二
重

支
払
の
危
険
性
は
回
避
で
き
な
い
。
ま
た
、
居
住
国
の
制
度
に
お
い
て
、
そ
の
権
利
取
得
や
給
付
内
容
の
決
定
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
あ
る
い

は
他
国
で
の
保
険
期
間
や
発
生
し
た
事
実
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
受
給
権
の
発
生
し
た
給
付
が
当
該
国
以
外
、
た
と
え
ば
フ

ラ
ン
ス
に
移
送
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
保
障
も
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
の
み
に
よ
る
対
応
の
不
十
分
さ
を
克
服
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
社
会
的
保
護
制
度
の
全
般
的
あ
る

い
は
部
分
的
領
域
に
つ
い
て
、
多
く
の
二
国
間

・
多
国
間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
（℃

こ
れ
ら
の
協
定
に
お
い
て
は
、
協
定
締
結
国
籍
者
間
の

社
会
保
障
に
お
け
る
平
等
取
扱
、
締
結
国
の
社
会
保
障
法
間
の
連
携

・
調
整
規
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
域
内
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
構
成
国
各
国
の
社
会
保
障
法
の
連
携

・
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
連
携

・
調
整
規
定
の
展
開
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
の
二
国
間
あ
る
い
は
多
国
間
協
定
は
、
発
展
的
に
解
消

さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携

・
調
整
規
則
の
展
開
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
に
と
っ
て
、
国
際
移
動
労
働
者
の
社
会
保
障
上
の
不
利
益

を
回
避
し
、
労
働
力
の
国
際
自
由
移
動
を
促
進
す
る
に
あ
た
り
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
法
か
ら
す
れ
ば
、
Ｅ

Ｕ
構
成
国
出
身
者
が
フ
ラ
ン
ス
で
職
業
活
動
を
行
う
場
合
、
あ
る
い
は
、
外
国
駐
在
者
お
よ
び
外
国
移
住
者
が
Ｅ
Ｕ
内
を
国
際
移
動
す
る
場

合
、
フ
ラ
ン
ス
と
他
国
の
社
会
保
障
制
度
の
国
際
的
調
整
を
行
う
、
重
要
か
つ
体
系
的
に
整
備
さ
れ
た
国
際
規
範
で
あ
る
。
次
節
に
お
い
て

は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携

・
調
整
規
則
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（１
）

フ
ラ
ン
ス
の
締
結
し
て
い
る
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・
調
整
の
た
め
の
二
国
間
ｏ
多
国
間
協
定
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｈｏ讀
＆
ｏ
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嘔
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Ｃ
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目
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Ｍ
山
・
Ｏ
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Ｏ
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０
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口
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”
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∽

参
照
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第
二
節
　
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

―
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整

労
働
力
の
自
由
移
動
を
実
現
し
、
労
働
関
係
の
国
際
化
が
進
展
す
る
欧
州
連
合

（Ｃ
ａ
ｏ
●
ｏ日
ｏ
ｏ
３
日
こ

で
は
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の

分
立
に
よ
り
、
労
働
者
の
国
際
移
動
が
そ
の
社
会
保
障
上
不
利
益
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
際
移
動
労
働
者
に
配
慮
し
た
社
会
保
障

制
度
の
創
設
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
統

一
化
曾
ミ
日
ｏ
ュ
８
け̈
ｏ
じ
、
あ
る
い
は
、

国
際
移
動
労
働
者
を
対
象
と
す
る
独
自
の
社
会
保
障
制
度
の
創
設
、
の
い
ず
れ
の
方
法
も
採
用
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
各

国
の
社
会
保
障
制
度
が
存
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
労
働
者
が
各
国
を
移
動
し
、
そ
の
経
歴
上
異
な
る
複
数
の
社
会
保
障
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
不
利
益
を
除
去
す
る
た
め
、
各
国
社
会
保
障
制
度
間
の
連
携
・調
整

↑
ｏ
Ｒ
Ｏ
】●
”
け】ｏ
じ

規
定
を
整
備
し
た
の
で
あ

２つ
。Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
規
定
の
主
要
な
法
源
と
し
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
Ｅ
Ｕ
法
の
基
本
法
を
な
す
、　
一
九

五
七
年
二
月
二
五
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
設
立
条
約

（
ロ
ー
マ
条
約
）
２

九
九
二
年
二
月
七
日
の
欧
州
連
合
設
立
条
約
に
よ
り
改
正
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。
同
条
約
は
、
そ
の
五

一
条
に
お
い
て
、
「理
事
会
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
全
員

一
致
で
、
特
に
、
Ｅ
Ｃ
構
成
国
出
身

フ
ラ
ン
ス
ｏ
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
三



法
経
研
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四
四
巻
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（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
四

の
労
働
者
と
そ
の
扶
養
家
族
に
対
し
て
、
第

一
に
、
異
な
る
国
の
法
制
度
に
よ
り
考
慮
さ
れ
る
全
て
の
期
間
を
、
給
付
へ
の
権
利
の
取
得
と

維
持
、
お
よ
び
給
付
額
の
計
算
の
た
め
に
通
算
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
Ｅ
Ｃ
構
成
国
の
領
土
に
居
住
し
て
い
る
者
に
対
し
給
付
を
行
う
こ
と
、

を
保
障
す
る
シ
ス
テ
ム
を
創
設
し
、
社
会
保
障
の
領
域
に
お
け
る
、
労
働
者
の
自
由
移
動
実
現
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
と
る
」
と
定
め
、

各
構
成
国
の
制
度
の
存
続
を
前
提
と
す
る
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
調
整

・
連
携
規
則
の
創
設
を
規
定
し
た
。

同
条
に
規
定
さ
れ
た
、
共
同
体
内
を
移
動
す
る
労
働
者
と
そ
の
家
族
へ
の
社
会
保
障
制
度
の
適
用
、
お
よ
び
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
調

整

・
連
携
原
則
は
、
第

一
に
、　
一
九
七

一
年
六
月

一
四
日
の
共
同
体
内
を
移
動
す
る
賃
金
労
働
者
、
自
営
業
者
、
そ
の
家
族
に
対
す
る
社
会

保
障
制
度
の
適
用
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
規
則

↑
８
げ
日
０津
）
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
、
第
二
に
、
同
規
則
の
適
用
方
法
を
定
め
る
一
九
七
二
年
二

月
二
一
日
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第
五
七
四
／
七
二
号
に
よ
り
、
そ
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
た
。
一
九
七

一
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、

そ
の
後
、　
一
九
八
一
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
九
〇
／
八
一
号
、　
一
九
八
九
年

一
〇
月
二
〇
日
の
規
則
第
二
四
二
七
／
八
九
号
、　
一
九
九

一
年

六
月
二
五
日
の
規
則
第
二
一
九
五
／
九

一
号
、　
一
九
九
二
年
四
月
二
〇
日
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
四
七
／
九
二
号
、
第

一
二
四
八
／
九
二
号
、

お
よ
び
、
第

一
二
四
九
／
九
二
号
等
に
よ
り
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
現
在
の
内
容
に
い
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
裁
判
所

（ｏ
ｏ
日

鮎
ｏ
Ｆ
ｏ”̈
８

計
り
８
日
ョ
ロ
”
二
Ｏ
ｏ員
ｏ
Ｏ
お
目
５
８
¨
ｏ
〕ｏ
”
）
（以
下
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
と
略

称
）
の
判
例
も
、
連
携

・
調
整
規
則
に
お
け
る
重
要
な
基
準
を
示
し
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・調
整
規
則
の
適
用
範
囲

（
一
）、
お
よ
び
、
連
携
・調
整
原
則

（二
）

（１
）

に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。



一　
適
用
範
囲

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・調
整
規
則
は
、
①
対
象
と
な
る
人

（人
的
適
用
範
囲
）、
お
よ
び
、
②
対
象
事
項

（物
的

適
用
範
囲
）
の
二
点
か
ら
、
そ
の
適
用
範
囲
が
画
定
さ
れ
て
い
る
。

１
　
人
的
適
用
範
囲

（ｏ，
”
ヨ
リ
０
．”
り
ｏ
中】８
一】８

り
０『８
日
０じ

（２
）

（Ａ
）
定
義

Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
規
則
の
人
的
適
用
範
囲
に
つ
き
、
七

一
年
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
第
二
条

は
、　
一
九
八
一
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
九
〇
／
八
一
号
に
よ
る
改
正
後
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、　
一
つ
ま
た

は
複
数
の
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
、
あ
る
い
は
受
け
て
い
た
、
構
成
国
出
身
者
で
あ
る
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
、
第
二
に
、

一
つ
ま
た
は
複
数
の
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
、
あ
る
い
は
受
け
て
い
た
、
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
無
国
籍
者
ま
た
は
亡
命
者
で
あ
る
、

賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
、
第
二
に
、
第

一
、
第
二
に
該
当
す
る
者
の
家
族
お
よ
び
遺
族
、
第
四
に
、
そ
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、　
一

つ
ま
た
は
複
数
の
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
の
遺
族
で
あ
り
、
か
つ
、
構
成
国
出
身
者
ま
た
は
構

成
国
に
居
住
し
て
い
る
無
国
籍
者
も
し
く
は
亡
命
者
で
あ
る
者
、
第
五
に
、
本
規
則
の
適
用
を
受
け
る
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
あ
る
い

は
受
け
て
い
た
、
公
務
員
ま
た
は
準
拠
法
に
よ
り
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
職
員
、
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
連
携

・
調
整
規
則
は
、
二
つ
以
上
の
異
な
る
国
内
法
が
関
連
を
有
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
純
粋
に

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
五



・
　

　

法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
六

国
内
的
状
況
、
た
と
え
ば
、
自
分
の
出
身
国
以
外
の
他
の
構
成
国
で
労
働
し
た
こ
と
も
居
住
し
た
こ
と
も
な
い
、
構
成
国
出
身
者
の
状
況
に

（３
）

つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
連
携

・
調
整
規
則
が
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。

他
方
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
が
、
そ
の
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
構
成
国
以
外
の
構
成
国
に
観
光
旅
行
等
で
短
期
に
滞
在
し
て

い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
年
金
生
活
者
が
、
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
構
成
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
は
、

同
連
携

・
調
整
規
則
の
対
象
と
な
る
。

（４
）

（Ｂ
）
具
体
的
基
準

（５
）

（１
）
「賃
金
労
働
者
あ
る
い
は
独
立
自
営
業
者
」
（け露
く
”
中̈げ
ｌ
ｏ
８
【ミ

Ｐ̈

ｏ
●
●
ｏ●
８
中鶴

２̈
）

七

一
年
Ｅ
Ｃ
規
則

一
四
〇
八
／
七

一
号
第
二
条
に
い
う

「賃
金
労
働
者
あ
る
い
は
独
立
自
営
業
者
」
に
つ
い
て
は
、
八
一
年
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
九
〇
／
八
一
号
お
よ
び
九
二
年
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
四
七
／
九
二
号
に
よ
る
改
正
後
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
第

一
に
、
賃
金
労
働
者
あ
る
い
は
自
営
業
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
、
社
会
保
障
制
度
の
諸
部
門
に
対
応
す
る
一
つ
あ
る
い
は
複

数
の
事
故
に
対
す
る
保
障
を
行
う
、
義
務
的
ま
た
は
任
意
の
継
続
的
保
険
の
被
保
険
者
、
第
二
に
、
全
て
の
居
住
者
ま
た
は
職
業
活
動
を
行

う
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
、
同
規
則
の
定
め
る
事
故
の
一
つ
ま
た
は
複
数
の
事
故
に
対
す
る
義
務
的
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
制
度
の
管
理
運
営
財
政
形
態
に
よ
り
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
と
し
て
特
定
さ
れ
う
る
者
、
第
二
に
、

農
業
従
事
者
の
た
め
に
統

一
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
、
同
規
則
の
定
め
る
事
故
の
一
つ
ま
た
は
複
数
に
対
す
る
、
義
務

的
保
険
の
被
保
険
者
、
第
四
に
、
賃
金
労
働
者
、
独
立
自
営
業
者
、
全
て
の
居
住
者
、
ま
た
は
、　
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
居
住
者
の
た
め
に

組
織
さ
れ
た
、構
成
国
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
、同
規
則
の
定
め
る
事
故
の
一
つ
ま
た
は
複
数
に
対
す
る
任
意
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ



て
、
か
つ
、
現
在
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
以
前
に
、
当
該
構
成
国
の
賃
金
労
働
者
も
し
く
は
自
営
業
者
の
た
め
に
組
織
さ

れ
た
制
度
に
お
い
て
同
じ
事
故
に
つ
い
て
義
務
的
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
、
で
あ
る
。
た
だ
し
、
各
構
成
国
法
の
独
自
性
を
考
慮
し
、
同
規

則
附
則
Ｉ
に
は
、
各
国
が
同
定
義
に
つ
い
て
付
し
た
留
保
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
連
携
・調
整
規
則
の
対
象
者
で
あ
る

「労
働
者

↑
Ｓ
く
”
】】】ｏ日
のと

概
念
は
、
広
い
概
念
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
年
金
生
活
者
Ｃ
ｏ房
す
目
いじ
等
を
含
め
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
構
成
国
の
社
会
保
障
法
制
に
お
い
て
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
（あ

る
い
は
行
っ
て
い
た
者
）
と
し
て
被
保
険
者
資
格
を
有
す
る
者
全
て
が
、
同
概
念
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

（２
）
「構
成
国
出
身
者
」
（お
ｏ８
『け】り８
ユ

Ｏ
①
【。目

鮎
８

ｕ
け”
お
日
０日
ギ
０し

あ
る
構
成
国
の
出
身
者
と
し
て
の
資
格
は
、
当
該
国
の
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｃ
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
給
付
請
求
者
の
国
籍
は
、
受
給
権
を
発
生
さ
せ
る
、
保
険
、
労
働
、
ま
た
は
、
居
住
期
間
の
満
了
時
に
決
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
給
付
請
求
時
で
は
な
」
℃

（３
）
「無
国
籍
者
」
↑
づ
”
い」
に
）
と

「亡
命
者
」
（忠
ゴ
四い９

「無
国
籍
者
」
と
は
、　
一
九
五
四
年
九
月
二
八
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
調
印
さ
れ
た
、
無
国
籍
者
の
地
位
に
関
す
る
条
約
第

一
条
の
定
義

に
よ
る
。

「亡
命
者
」
と
は
、　
一
九
五

一
年
七
月
二
八
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
調
印
さ
れ
た
、
亡
命
者
の
地
位
に
関
す
る
条
約
第

一
条
の
定
義
に
よ
る
。

（９
）

（４
）
「家
族
構
成
員
」
（日
０
日
ギ
８

０
①
Ｆ

ご
日
】〓
Ｃ

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

三
〇
七



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
八

「家
族
構
成
員
」
と
は
、
当
該
給
付
を
行
う
法
に
よ
り
家
族
構
成
員
と
定
義
も
し
く
は
認
め
る
か
、
ま
た
は
、
世
帯
構
成
員
と
定
義
さ
れ

る
全
て
の
者
で
あ
る
。
当
該
給
付
管
轄
国
外
に
お
け
る
一
時
的
滞
在
中
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
居
住
地
の
法
に
よ
り
、
家
族
構
成
員
と
定
義

も
し
く
は
認
め
る
か
、
ま
た
は
、
世
帯
構
成
員
定
義
さ
れ
る
全
て
の
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
も
し
そ
の
法
が
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
独
立
自

営
業
者
と
居
を
同
じ
く
す
る
者
の
み
を
家
族
構
成
員
ま
た
は
世
帯
構
成
員
と
す
る
時
は
、
同
条
件
は
、
当
該
人
が
主
と
し
て
そ
れ
ら
の
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
、
充
足
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
必
要
条
件
を
充
た
す
当
該
国
の
全
て
の
居
住
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
、
障
害
者
給
付
に
つ
い

て
は
、
「家
族
構
成
員
」
は
、
少
な
く
と
も
、
配
偶
者
、
未
成
年
の
子
、
及
び
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
の
成
年
の
扶
養
さ
れ
る
子
を

含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（１０

）

（５
）
「遺
族
」
（〓
コ
いく
”
二
）

「遺
族
」
と
は
、
当
該
給
付
を
行
う
法
に
よ
り
遺
族
と
定
義
ま
た
は
認
め
ら
れ
る
全
て
の
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
も
し
そ
の
法
が
、
故
人

と
居
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
の
み
を
遺
族
と
す
る
時
は
、
同
条
件
は
、
当
該
人
が
主
と
し
て
故
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
場
合
、
充
足
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

（６
）
「公
務
員
」
（♂
●
ｏ”いｏ
目
”
【『０９

Ｅ
Ｃ
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
連
携

・
調
整
規
則
の
対
象
と
な
る
の
は
、
特
別
の
身
分
規
定
に
服
さ
ず
、
賃
金
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

（ｎ
）

国
内
制
度
に
属
す
る
公
務
員
ま
た
は
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
に
限
ら
れ
る
。

外
交
職
員
、
領
事
、
高
等
書
記
官
は
、　
一
九
六
三
年
四
月
二
四
日
の
外
交
職
員
に
関
す
る
ウ
イ
ー
ン
条
約
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
か
ら
排
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”
２
糧
・
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ

”
諄
・
ｒ

喘」
日
ｏ
Ｏ
い訥
い
ｏ
”
【
”
α
”
Ｆ
●
。
日
ω
０
０
＼
∞
い
ｏ
一
Ｈ
Ｎ
卜
ヽ
＼
０
ド

”
ｐ
喝Ｆ
い
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
ヽ
Ｆ

“
ユ
・
Ｆ

”
・
日
ｏ
ａ
ｍ
Ｏ
●
“
『
”
α
性
。
口
。
日
ω
Ｏ
Ｏ
＼
∞
円
ｏ
一
日
Ｎ
卜
Ｎ
＼
０
ド

０
『
Ｏ
Ｕ

∞
■
５
『
ｏ
い
０
ヽ
Ｐ

＞
「
Ｕ
・
ｒ
ｏ
Ｆ
ヨ
２
日
】
”
眈
。
日
Ｎ
Ｏ
＼
『
Ｐ

”
ｏ
９

０
「
０
閣

●
・
∞
ｕ
”

２
　
物
的
適
用
範
囲

（ｏ，
”
ヨ
●
●
．”
ｏ
●
】】０”
け】Ｏ
●
日
”
け０『いｏじ

（１
）

（Ａ
）
定
義

各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
規
則
の
物
的
適
用
範
囲
に
つ
き
、
七

一
年
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
第
四
条
は
、
九
二
年
Ｅ

Ｃ
規
則
第

一
二
四
七
／
九
二
号
に
よ
る
改
正
後
、
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

ま
ず
、
連
携

・
調
整
規
則
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会

・
医
療
扶
助
、
戦
争
犠
牲
者
の
た
め
の
給
付
制
度
、
及
び
、
公
務

員
ま
た
は
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
の
特
別
制
度
で
あ
る
（℃

他
方
、
連
携

・
調
整
規
則
の
対
象
と
な
る
の
は
、
疾
病

・
出
産
給
付
、
障
害
給
付

（労
働
能
力
を
維
持
ま
た
は
向
上
さ
せ
る
た
め
の
給
付

を
含
む
）、
老
齢
給
付
、
遺
族
給
付
、
労
働
災
害
お
よ
び
職
業
病
に
対
す
る
給
付
、
死
亡
給
付
、
失
業
給
付
、
家
族
給
付
に
関
す
る
、
社
会
保

障
諸
部
門
に
つ
い
て
の
全
て
の
法
、
な
ら
び
に
、
拠
出
制
お
よ
び
無
拠
出
制
の
、　
一
般
お
よ
び
特
別
の
社
会
保
障
制
度
、
お
よ
び
、
使
用
者

と
船
主
の
義
務
に
関
す
る
制
度
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
無
拠
出
制
の
特
別
給
付
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
給
付
が
、
上
記
の
、
疾
病

・
出
産
、
障
害
、
遺
族
、
労
働
災
害

［輝［硼暉嚇に動なｒ撃畔には轍［“″数卿れは一動時一帥『嘲れ郷螂̈
る（行動ものである場合、あるいは、専ら障害者

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

（Ｂ
）
論
点

連
携

・
調
整
規
則
の
物
的
適
用
範
囲
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
適
用
対
象
と
な
る
給

付
、
第
二
に
、
適
用
対
象
と
な
る
法
が
問
題
と
さ
れ
た
。

（１
）
適
用
対
象
と
な
る
給
付
―
社
会
保
障
給
付
と
社
会
扶
助
給
付

前
述
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
疾
病

・
出
産
、
障
害
、
遺
族
、
労
働
災
害
お
よ
び
職
業
病
、
死
亡
、
失
業
、
家

族
リ
ス
ク
に
対
す
る
、
拠
出
制
ま
た
は
無
拠
出
制
の

「社
会
保
障
給
付
」
を
連
携
・調
整
の
対
象
と
し
、
「社
会
・医
療
扶
助
給
付
」
を
連
携
・

調
整
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
に
い
う
、
「社
会
保
障

♂
８
●
い】８
８
ｏ】”
】ｅ
給
付
」
と
「社
会
・医
療
扶
助

↑
∽∽】ｏ”，
８
ｏ
８
ｏ【，
お
３
８
ｏＯ
中ｏ
”
】３

給
付
」
の
区
別
の
基
準
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

Ｅ
Ｃ
委
員
会

（ｏ
ｏ
Ｂ
中ｏｏ̈
ｏ
●
鮎
８

０
０
日
ヨ
Ｅ
Ｆ”
二
Ｏ

ｏｌ
ｏ
０
８
目
【０３

は
、　
一
九
七

一
年
、
両
者
の
区
別
に
つ
き
以
下
の
よ
う
な
判
断
基

準
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
上
の
給
付
と
は
、
Ｉ
Ｌ
〇

一
〇
二
号
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七
一
号
第
四
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
事
故

（いく
ｏ●
ご
“
澤
０３

（疾
病

ｏ
出
産
、
障
害
、
遺
族
、
労
働
災
害
お
よ
び
職
業
病
、
死
亡
、
失
業
、
家
族
）
に
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
、
出
費
の
増
大
ま
た
は
生
活
手
段
の
減
少
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
人
ま
た
は
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
に
対
す
る
、
金
銭
ま

た
は
現
物
に
よ
る
援
助
で
あ
る
。
他
方
、
社
会
扶
助
給
付
と
は
、
収
入
に
関
す
る
調
査
と
居
住
国
の
生
活
条
件
を
考
慮
し
て
認
め
ら
れ
る
当

該
人
の
明
白
な
欠
乏
状
態
に
対
処
す
る
た
め
の
給
付
で
あ
る
。
金
銭
給
付
の
場
合
、
そ
の
額
は
個
々
の
事
例
に
よ
り
、
請
求
者
の
個
劇
拗
事

情
と
生
活
手
段
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
、
同
給
付
の
付
与
は
、
労
働
期
間
や
居
住
期
間
要
件
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

〓
一
一
二



ａ
　
拠
出
の
有
無

さ
ら
に
両
者
の
区
別
に
つ
き
、　
一
九
九
二
年
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
四
七
／
九
二
号
に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
現
行
条
文
に
お
い
て
は
、
保
険
料

の
対
価
で
は
な
い
無
拠
出
制
給
付
も
、
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
障
給
付
で
あ
る
場
合
、
連
携

・
調
整
の
対
象
と
な
る
社
会
保
障
給
付
で

あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
給
付
が
無
拠
出
制
で
あ
る
こ
と
は
、
当
該
給
付
が
社
会
扶
助
給
付
で
あ
る
基
準
で
は
な
い
。

ま
た
、
所
得
要
件
の
存
在
も
、
当
該
給
付
が
社
会
扶
助
給
付
で
あ
る
基
準
と
は
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
老
齢
、
障
害
等
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
所
得
要
件
の
あ
る
無
拠
出
制
給
付
、
た
と
え
ば
、
高
齢
賃
金
労

働
者
手
当
、
全
国
連
帯
基
金
補
足
手
当
、
母
親
老
齢
手
当
、
老
齢
特
別
手
当
、
成
年
障
害
者
手
当
、
ベ
ル
ギ
ー
の
所
得
制
限
の
あ
る
無
拠
出

制
老
齢
年
金
で
あ
る
保
障
収
入

↑
①お
ロ
ロ
”
鶴
”
二
じ
を
、
以
前
か
ら
、
連
携
・調
整
の
対
象
と
な
る
社
会
保
障
給
付
で
あ
る
と
判
断
し
て
い

た
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
の
判
断
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ｂ
　
事
故
に
対
す
る
保
障
と
欲
求

（げ
ｏ８

こ̈

の
充
足

し
た
が
っ
て
、
社
会
保
障
給
付
と
社
会

・
医
療
扶
助
給
付
の
区
別
は
、
そ
の
目
的
が
社
会
的
リ
ス
ク
に
対
す
る
保
障
か
欲
求

（必
要
性
）

の
充
足
か
、
に
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
全
国
連
帯
基
金
補
足
手
当
に
つ
き
、
同
給
付
は
、

欠
乏
状
態
に
あ
る
者
に
た
い
す
る
生
活
手
段
の
最
低
保
障
と
い
う
機
能
と
、
不
十
分
な
社
会
保
障
給
付

（年
金
）
受
給
者
に
た
い
す
る
付
加

収
入
の
保
障
と
い
う
機
能
の
二
つ
を
有
し
て
お
り
、
社
会
保
障
給
付
で
あ
る
年
金
の
加
算
の
た
め
の
補
足
手
当
へ
の
権
利
を
規
定
し
て
い
る

（１０
）

限
り
、
同
給
付
は
、
連
携

・
調
整
の
対
象
と
な
る
社
会
保
障
給
付
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

他
方
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
い
わ
ゆ
る

「最
低
限

（日
ュ
日
Φじ
」
社
会
給
付
に
つ
き
、
同
給
付
が
、
欠
乏
状
態
に
あ
る
こ
と
を

本
質
的
基
準
と
す
る
、
収
入
の
不
十
分
な
全
て
の
人
に
付
与
さ
れ
る
一
般
的
最
低
生
活
保
障
給
付
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
連
携

・
調

整
の
対
象
と
な
る
社
会
保
障
給
付
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
（躍

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〓
二



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
四

社
会
保
障
給
付
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
全
て
の
給
付
に
つ
き
、
受
給
者
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
同
給
付
を
付
与
さ
れ
、

こ
れ
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（２
）
適
用
対
象
と
な
る

「法

（中い”
【り【“
”】Ｏ
じ
」

構
成
国
の
一
般
ま
た
は
特
別
の
社
会
保
障
制
度
は
、
そ
の
財
源
が
保
険
料
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号

の
調
整
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
使
用
者
及
び
船
主
の
義
務
に
関
す
る
制
度
も
同
調
整
の
対
象
と
な
る
。

こ
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
の
適
用
さ
れ
る

「法

含
置
いｏ【”
けいｏ
こ
」
と
は
、
各
構
成
国
の
、
現
在
ま
た
は
将
来
の
、
社
会
保
障

制
度
・部
門
に
関
す
る
法
律

（】ｏ
中し
、
規
則

↑
留
Ｆ
Ｂ
①●
計３
、
身
分
規
定

貧
８̈
ｏ”ざ
房
降
障
諄
”
】お
３

及
び
、
他
の
全
て
の
適
用
規
則
で

あ
る
。
社
会
保
障
管
轄
機
関
と
医
療
団
体
と
の
間
に
締
結
さ
れ
る
協
約
も
含
ま
れ
る
。

他
方
、
協
約
上
の
諸
規
定
は
、
連
携

・
調
整
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
協
約
上
の
規
定
が
、
法
律
ま
た
は
規
則
に

基
づ
く
保
険
義
務
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
法
律
も
し
く
は
規
則
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
を
管
理
運
営
す
る
機

関
と
同
じ
機
関
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
制
度
を
創
設
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
こ
の
限
定
は
、
い
つ
で
も
、
当
該
国
の
宣
告
に
よ
り
撤

廃
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
全
国
全
産
業
労
働
協
約
に
基
づ
く
失
業
保
険
制
度
を
、
失
業
リ
ス
ク
を
保
障
す
る
法
定
制
度
に
代
替
す

る
制
度
と
し
て
、
こ
の
連
携

・
調
整
の
対
象
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
官
報
に
公
布
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
退
職
制
度
は
、
連
携

・
調
整
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
制
度
は
、
私
的
な
制
度
で
あ
る
が
、

一
般
的

・
義
務
的
性
格
を
有
し
、
法
定
年
金
制
度
を
部
分
的
に
代
替
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
定
給
付
で
あ
る
年
金
の
額
は
不
十

分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
法
定
制
度
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
調
整

・
連
携
の
対
象
と
す
る
こ
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（
１０
）

15  14  13  12  11

¨
一　
調
整
の
原
則

各
国
異
な
る
社
会
保
障
制
度
の
分
立
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
域
内
移
動
労
働
者
の
社
会
保
障
上
の
不
利
益
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
被
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
籍
居
住
者
が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
居
住
国
に
お

い
て
給
付
を
受
け
う
る
こ
と
（平
等
取
扱
）、
第
二
に
、
給
付

へ
の
権
利
取
得
と
給
付
の
算
定
に
お
い
て
、
他
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
お
け
る
事
実

を
考
慮
す
る
こ
と
（他
の
構
成
国
で
の
事
実
の
考
慮
）、
第
二
に
、
給
付
へ
の
権
利
取
得
と
給
付
の
算
定
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
各
国
に
お
け
る
保

険
・居
住
期
間
を
通
算
す
る
こ
と

（期
間
の
通
算
）、
第
四
に
、
支
給
に
関
す
る
居
住
要
件
を
緩
和
し
、
給
付
を
支
給
国
以
外
の
Ｅ
Ｕ
域
内
の

国
に
お
い
て
も
受
給
で
き
る
こ
と

（給
付
の
移
送
可
能
性
）、
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
統

一
社
会
保
障
法
が
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
受
給
権
取
得
要
件
と
給
付
額
を
決
定
す
る
た

法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
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め
に
適
用
さ
れ
る
、
国
内
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
決
定
さ
れ
た
給
付
の
負
担
の
各
国
へ
の
配
分
方
法
も
取
り
決
め
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
①
準
拠
法
の
決
定
基
準
、
②
国
際
移
動
外
国
人
労
働
者
と
自
国
民
の
同

一

取
扱
、
③
給
付
内
容
決
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
準
拠
法
日
以
外
の
構
成
国
に
お
け
る
事
実
、
④
期
間
の
通
算
の
実
施
方
法
、
⑤
決
定
さ
れ

た
給
付
の
負
担
方
法
、
⑥
給
付
の
移
送
可
能
性
と
そ
の
方
法
、
を
規
定
し
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・調
整
の
原
則
に
つ
い
て
、
準
拠
法
の
決
定

（１
）、
平
等
取
扱

（２
）、

受
給
権

・
給
付
内
容
決
定
に
お
け
る
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
で
の
事
実
の
配
慮

（３
）、
期
間
の
通
算

（４
）、
給
付
の
負
担
配
分

（５
）

給
付
の
移
送

（６
）
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
準
拠
法

（】２
“
つ
ｏ
】̈
ｏ
”げ
】ｅ

決
定

一
九
七

一
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
労
働
者
が
、
そ
の
住
居
あ
る
い
は
労
務
給
付
地
を
複
数
国
に
お
い
て
次
々
に
変
更

し
た
場
合
、
社
会
保
障
制
度
の
適
用
の
空
隙
、
あ
る
い
は
、
二
重
適
用
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、　
一
つ
の
事
故
お
お
●
け」
”
澤
ｅ

に
つ
き
、　
一
つ
の
法
の
み
が
、
給
付
へ
の
権
利
な
ら
び
に
加
入
お
よ
び
保
険
料
支
払
義
務
を
決
定
す
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
原
則
を

提
示
し
、
そ
の
準
拠
法
と
管
轄
制
度
を
決
定
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
規
則
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、
各
構
成
国
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入
の
権
利
あ
る
い
は
義
務
に
関
す
る
条
件
を
決
定

す
る
の
は
、
各
構
成
国
の
国
内
法
で
あ
る
が
、
そ
の
国
内
法
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
各
構
成
国
は
自
由
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス

・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
七



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
八

こ
の
準
拠
法
決
定
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七
一
号
は
、
第

一
三
条
に
お
い
て
そ
の
一
般
原
則
を
、
第

一
四
条
に
お
い
て
そ

の
例
外
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第
五
七
四
／
七
二
号
が
第

一
一
条
か
ら
一
四
条
に
お
い

て
こ
れ
を
定
め
て
い
る
。

な
お
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
第

一
五
条
に
お
い
て
、
同
連
携
・調
整
規
定
は
、
義
務
的
保
険
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
、

自
発
的
あ
る
い
は
継
続
さ
れ
る
任
意
保
険
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
が
調
整
の
対
象
と
す
る
社
会
保
障
部
門
の
う
ち
当
該
構
成
国
に
任
意
保
険

制
度
し
か
な
い
場
合
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
と
明
示
し
て
い
る
。

（Ａ
）

一
般
原
則

（１
）
労
務
給
付
地
法
の
適
用

準
拠
法
は
、
原
則
と
し
て
、
第

一
に
、
労
務
給
付
地
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
業
活
動
を
行
う
者
は
、
賃
金
労
働
者
で
あ
れ
自
営
業
者

で
あ
れ
、
た
と
え
そ
の
住
居
が
他
の
構
成
国
に
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
職
業
活
動
を
行
う
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
る
。
賃
金
労

（１
）

働
者
の
場
合
、
た
と
え
そ
の
企
業
ま
た
は
使
用
者
の
本
社
ま
た
は
住
所
が
他
の
構
成
国
に
あ
っ
て
も
、
同
様
で
あ
る
。

第
二
に
、
職
業
活
動
を
船
舶
上
で
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
船
籍
の
あ
る
構
成
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

第
二
に
、
公
務
員
あ
る
い
は
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
者
を
雇
用
す
る
行
政
機
関
の
属
す
る
構
成
国
の
法
が
適

（３
）

用
さ
れ
る
。

（４
）

第
四
に
、
あ
る
構
成
国
の
兵
役
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
役
務
を
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
構
成
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

第
五
に
、
あ
る
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
な
く
な
り
、
前
述
の
規
定
に
よ
り
い
か
な
る
他
の
国
の
法
の
適
用
も
受
け
な
い
者
に
つ
い
て



は
、
居
住
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
（℃

た
と
え
ば
ヽ
職
業
活
動
を
や
め
た
者
が
そ
の
最
後
の
労
務
給
付
地
に
と
ど
ま
る
場
合
、
職
業
活
動
の

停
止
ま
た
は
労
働
関
係
の
終
了
か
ら
ど
れ
だ
け
時
間
が
経
過
し
よ
う
と
も
、
当
該
最
終
労
務
給
付
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
（℃

（２
）
準
拠
法
決
定
の
原
則

Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
第

一
三
条
の
定
め
る
準
拠
法
決
定
の
原
則
に
つ
き
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
同
準
拠
法
決
定
は
、
第

一
に
、

排
他
的
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
包
括
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ａ
　
非
排
他
的
適
用

Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
る
準
拠
法
決
定
の
非
排
他
的
適
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
以
下
の
事
案
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
が
フ
ラ

ン
ス
で
働
い
て
お
り
そ
こ
で
死
亡
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
寡
婦
は
、
そ
の
住
居
を
オ
ラ
ン
グ
に
有
し
て
い
た
。
当
該
寡
婦
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に

も
と
づ
く
死
亡
給
付

（
一
時
金
）
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
法
に
基
づ
く
全
居
住
者
に
対
す
る
無
拠
出
制
の
寡
婦
給
付

（年
金
）
を
請
求
し
た
。

Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
は
、
二
重
の
保
険
料
支
払
を
回
避
す
る
た
め
に
、
二
重
の
制
度
加
入
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
特
に
、
あ
る
国
が

全
住
民
に
対
し
て
あ
る
事
故
に
つ
き
無
拠
出
制
の
付
加
的
な
社
会
的
保
護
を
行
う
場
合
の
よ
う
に
、
二
重
の
負
担
を
伴
わ
な
い
給
付
を
受
け

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
、
こ
の
請
求
を
認
め
た
。

し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｃ
規
則
の
指
定
す
る
準
拠
法
は
排
他
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、

二
重
の
負
担
を
伴
わ
な
い
限
り
、
同
時
に
複
数
の
法
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
認
め
、
受
給
者
に
と
っ
て
、
最
も
有
利
な
法
の
選
択
を
承
認

し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
案
の
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
遺
族
年
金
を
規
定
す
る
オ
ラ

ン
ダ
法
の
選
択
を
認
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
重
の
保
険
料
の
支
払
が
禁
止
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
労
務
給
付
地
国
に
お
い
て
保
険
料
が

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
九
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一壬

一〇

（８
）

支
払
わ
れ
て
い
る
場
合
、
居
住
地
国
は
、
い
か
な
る
保
険
料
支
払
も
請
求
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

ｂ
　
包
括
的
適
用

他
方
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
労
働
者
が
オ
ラ
ン
ダ
に
居
住
し
、
使
用
者
企
業
の
本
社
も
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た
が
、
労
務
の
給
付
は
ベ
ル
ギ
ー

で
行
わ
れ
て
い
た
場
合
の
通
勤
災
害
に
つ
き
、
た
と
え
、
通
勤
の
一
部
が
労
働
者
の
居
住
地
国
で
あ
り
、
企
業
設
立
地
国
で
行
わ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
適
用
さ
れ
る
の
は
唯

一
労
務
給
付
地
法
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
法
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
労
働
災
害
に
つ
き
、

使
用
者
の
二
重
の
制
度
加
入
及
び
二
重
の
保
険
料
支
払
を
回
避
す
る
た
め
、
労
務
給
付
地
法
が
唯

一
か
つ
包
括
的
に
適
用
さ
れ
る
と
判
断
し

（９
）

た

。（Ｂ
）
例
外

Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
第

一
四
条
に
お
い
て
、
第

一
三
条
の
規
定
す
る
準
拠
法
決
定
原
則
ヽ
す
な
わ
ち
、
労
務
給
付
地
法

適
用
原
則
の
例
外
を
規
定
し
て
い
る
。

（１
）
外
国
駐
在
労
働
者

（けご
く
”
中̈ド
員
り
０
い一Ｒ

，
いし

外
国
駐
在
労
働
者

↑
Ｓ
く
”
】̈】ｏ」
り
０
いけ８
す
０３
と
は
、
あ
る
構
成
国
に
お
い
て
そ
の
企
業
の
た
め
に
賃
金
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
賃
金
労

働
活
動
ま
た
は
こ
れ
と
同

一
視
さ
れ
る
活
動
を
行
う
た
め
に
、
当
該
企
業
に
よ
り
、
他
の
構
成
国
に
、　
一
時
的
に
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
で
あ

Ｚつ
。同

労
働
者
は
、
他
国
で
の
予
定
労
働
期
間
が

一
二
カ
月
以
下
で
あ
り
、　
一
時
的
派
遣
期
間
の
期
限
の
到
来
し
た
他
の
労
働
者
の
代
替
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
初
の
通
常
の
労
務
給
付
地
国
で
あ
る
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
続
け
る
。



当
該
予
定
労
働
期
間
が
、
予
測
で
き
な
い
事
情
に
よ
り
延
長
さ
れ
、　
〓

一カ
月
を
超
え
た
と
き
は
、
当
該
労
働
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
構

成
国
の
管
轄
機
関
、
ま
た
は
同
管
轄
機
関
の
指
定
す
る
機
関
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
仕
事
の
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
当
初
の
通

常
の
労
務
給
付
地
国
の
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
同
意
は
、
最
初
の
一
二
カ
月
の
期
間
以
内
に
要
請
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
こ
の
同
意
は
、　
〓

一カ
月
を
超
え
る
期
間
に
つ
き
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
」
躍

た
だ
し
、
こ
の
一
時
的
派
遣
の
最
長
期
間
に
つ
い
て
は
、
同
規
則
第

一
七
条
に
よ
り
、
関
係
構
成
国
間
で
協
定
を
締
結
す
る
事
に
よ
り
、

別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
同
準
拠
法
決
定
基
準
は
、
あ
る
構
成
国
で
活
動
を
行
う
派
遣
企
業
に
雇
用
さ
れ
、
当
該
企
業
の
た
め
に
、

他
の
構
成
国
の
別
の
企
業
の
下
で
一
定
期
間
労
働
す
る
派
遣
労
働
者

↑
Ｓ
く
ヽ
】̈げ
日
り
序
日
Ｏ
Ｒ
“
【■ｏＯ
に
も
適
用
さ
れ
る
（躍

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
批
判
が
あ
る
（電

（２
）
国
際
交
通

・
運
送
労
働
者

（”ご
く
“
【】Ｆ
日
ｏ
８
】鶴
一３

●
８

■
”
お
り
Ｒ
お
一ユ
ｏヨ
”
け̈
ｏ
口
営
ヌ
）

道
路
、
鉄
道
、
海
上
、
航
空
に
よ
る
旅
客

・
運
送
の
国
際
的
交
通
業
務
を
行
う
、
構
成
国
に
そ
の
本
社
を
有
す
る
企
業
に
雇
用
さ
れ
、
旅

客

・
運
送
業
務
を
行
う
労
働
者
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
企
業
の
本
社
所
在
国
の
法
の
適
用
を
受
け
る
（躍

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
当
該
企
業
が
本
社
以
外
の
構
成
国
に
支
社
ま
た
は
恒
常
的
代
表
部
を
有
し
て
お
り
、
当
該
労
働
者
が
同
支
社

ま
た
は
恒
常
的
代
表
部
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
所
在
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
（地

ま
た
、
第
二
に
、
当
該
労
働
者
が
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
居
住
し
て
い
る
構
成
国
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
居
住
地

（・６
）

国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

一一一一
三



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
〓
一

（３
）
国
境
企
業
労
働
者

（質
”く
”
●
中【ｏ長
０
８
】鶴
【２

８
ｏ
ｏ二
お
「
】Ｘ
ｏ
ゃ
ｏ
津
』
畔
ｏ３

賃
金
労
働
活
動
を
あ
る
構
成
国
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
雇
用
さ
れ
る
企
業
が
国
境
を
隔
て
た
他
の
構
成
国
に
本
社
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、

当
該
労
働
者
は
そ
の
企
業
の
本
社
所
在
地
国
の
法
の
適
用
を
受
け
る
。

（４
）
複
数
の
構
成
国
で
職
業
活
動
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者

第

一
に
、
当
該
労
働
者
が
複
数
の
構
成
国
で
賃
金
労
働
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
当
該
労
働
者
が
そ
の
活
動
の
一
部
を
そ
の
居
住
地
国

で
行
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
、
当
該
労
働
者
を
雇
用
す
る
複
数
の
企
業
も
し
く
は
使
用
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
構
成
国
に
本
社
も
し
く

は
住
居
を
有
し
て
い
る
時
は
、
当
該
労
働
者
の
居
住
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
時
は
、
当
該
労
働
者
を
雇
用
す
る
企
業
ま
た

は
使
用
者
の
本
社
ま
た
は
住
居
所
在
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
当
該
労
働
者
が
複
数
の
構
成
国
で
自
営
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
、
当
該
労
働
者
が
そ
の
活
動
を
通
常
あ
る
構
成
国
で
行
っ
て
お

り
、
他
の
構
成
国
の
活
動
予
定
期
間
が

一
二
カ
月
以
下
の
時
は
、
通
常
の
活
動
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
当
該
労
働
者
が
そ
の
居
住
地
で

そ
の
活
動
の
一
部
を
行
っ
て
い
る
時
は
、
そ
の
居
住
地
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
そ
の
主
た
る
活
動
地
国
の
法
が
適

（‐９
）

用
さ
れ
る
。

第
二
に
、
当
該
労
働
者
が
複
数
の
国
で
、
賃
金
労
働
と
自
営
業
の
双
方
を
行

っ
て
い
る
場
合
は
、
賃
金
労
働
を
行

っ
て
い
る
国
の
法
が
適

（２０
）

用
さ
れ
る
。

（５
）
海
上
労
働
者

６
ｏ房

浄

日
３

そ
の
職
業
活
動
を
、
構
成
国
の

一
つ
に
船
籍
を
有
す
る
船
舶
上
で
行

っ
て
い
る
労
働
者
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
船
籍
国
の
法
の
適
用
を
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”
αｍ
ｒ
口
。
日ヽ
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ
”
諄
。
日
♪
ゆ
Ｎ
ヽ
』
」
ヨ
ｏ
Ｒ
訥
０
り

，
『
”
ｏ
”
Ｆ
う
。
Ｈω
Ｏ
一
＼
∞
円
０
●
０
２
あ
Ｑ
Ｆ

”
ｏｍ
ｒ
●
。
日ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ
”
諄
。
日
♪

ゆ
ω
【●
ｏ
Ｏ
い」お
り
“
【
”
０
¨
ｒ
●
。
日ω
Ｏ
ｏ
＼
∞
い
０
●
０
０
●
∽Ｑ
Ｆ

”
留
〕Ｆ
口
。
日
、
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ

”
ユ
・
【
♪

ゆ
Ｎ
む
」
ｏ
一
΅

●
Ｐｏ
Ｏ
喘̈いい
０
”
【
”
０
”
ｒ
●
。
い
い
Ｏ
ｏ
＼
∞
円
０
●
Ｏ
ｏ
●
∽
Ｑ
ｒ

”
Ｏ
Ｌ
・
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
ｒ

，
ユ
・
Ｐ
卜
げ
９̈

日
ｏ
一
ド

ロロ
０
０
中訥
ｏ
ｏ

，
『
”
２
性
・
●
。
Ｈ
ω
Ｏ
一
＼
∞
Ｈ
ヽ
●
０
０
●
り
ｏ
Ｆ̈

”
０
”
Ｆ
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
ユ
。
日
ヽ
ｏ
口
”
諄
０
『
”
・
■
５
０
〓
ぃ０
「
”
『
刀
ｏ
”
ｒ
い
。
日
い
Ｏ
ｏ
＼
∞
円
０
●
０
０
●
ｏ
ｏ
Ｆ̈

”
０
¨
Ｆ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

”
ユ
・
Ｈ
Ｐ

ゆ
Ｎ
ｈ
」
ヨ
ｏ
●
】喘志

●
”
『
”
α
”
ド
●
．
Ｈ
ω
Ｏ
一
＼
∞
い
ｏ
一
Ｎ
い
０
い
＼
０
日
●
●
０
０
●
∽
Ｒ
Ｆ

三

二

四

２
　
平
等
取
扱

（０”
“
澤
ｏ
計

け轟
】け
ヨ
Φ●
じ

（Ａ
）
保
険
料
と
給
付
に
お
け
る
差
別
の
禁
止

い
ず
れ
か
の
構
成
国
に
居
住
し
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
の
適
用
対
象
と
な
る
全
て
の
人
は
、
同
規
則
の
定
め
る
特
別
規
定
に

基
づ
く
留
保

（目
５
ｏｘ
≦
等
）
を
除
き
、
全
て
の
構
成
国
の
法
に
お
い
て
、
当
該
構
成
国
籍
者
と
同

一
の
条
件
で
、
そ
の
定
め
る
義
務
に
服

（１
）

し
、
そ
の
定
め
る
利
益
を
享
受
す
る
。

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
規
則
の
人
的
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
者
は
、
物
的
適
用
範
囲
に

含
ま
れ
る
全
て
の
構
成
国
の
社
会
保
障
に
関
す
る
法
、
制
度
に
お
い
て
、
義
務

（保
険
加
入
と
保
険
料
支
払
）
の
面
で
も
、
権
利

（給
付
の

享
受
）
の
面
で
も
、
当
該
構
成
国
籍
者
と
平
等
に
取
り
扱
わ
れ
る
。

（２
）

ま
た
、
こ
の
平
等
取
扱
は
、
社
会
保
障
制
度
の
管
理
運
営
機
関
の
代
表
者
の
選
出
あ
る
い
は
指
名
に
関
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
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（Ｂ
）
間
接
差
別

Ｅ
Ｕ
法
の
要
請
す
る
自
国
民
と
非
自
国
民
と
の
平
等
取
扱
は
、
国
籍
条
項
に
基
づ
く
直
接
的
差
別
禁
上
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
給
付
の

受
給
要
件
と
し
て
自
国
民
よ
り
も
困
難
な
条
件
を
課
す
こ
と
、
ま
た
は
、
間
接
差
別
を
導
く
全
て
の
条
件
の
禁
止
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
非
自
国
民
の
み
に
一
定
の
居
住
要
件
を
課
す
こ
と
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
第
二
条
の
定
め

る
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
と
判
断
し
て
い
る
（℃

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
母
親
特
別
手
当
が
、
給
付
要
件
と
し
て
、
受
給
者
の
フ
ラ
ン
ス
国
籍
は
要
求
し
て
い
な
い
が
、
そ

の
子
が
フ
ラ
ン
ス
国
籍
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
の
は
、
国
籍
に
よ
る
差
別
を
同
じ
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
平
等
取
扱
原
則
違

反
で
あ
る
と
判
断
し
た
（℃

”
２
糧
。
●
。
ロ
ト
ｏ
∞
＼
『
ｒ

，
ユ
・
”
Ｆ

】Ｂ
ｏ
●
識̈
ｏ
り
ヽ
『
”
α
”
Ｆ
●
。
日
ω
Ｏ
ｏ
＼
∞
い
０
●

０
０
●
ｏ
ｏ
Ｆ̈

”
ｏ
”
ｒ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
ユ
・
”
Ｎ

】日
ｏ
ヽ
】躊
ｏ
●
“
『
”
０
”
ｒ
●
。
日
ω
Ｏ
ｏ
＼
∞
【
０
●
０
０
●
ｏ
ｏ
いｒ

Ｏ
」
Ｏ
Ｕ

【
Ｈ
』●
●̈

円
０
０
Ｆ

”
職
・
ω
ｏ
ド
∞
Ｐ

「
０
０
Ｕ

●
。
Ｏ

Ｈ
∞
ｏ
Ｏ
Ｃ

い
い
』●
〓
ｒ
Ｈ
０
０
ど

ｏ
・
ｒ

Ｏ
『
Ｏ
Ｕ

Ｈ
Ｎ
』●
】̈Ｆ
日
０
「
Ｐ

，
識
。
Ｎ
ω
ド
ヽ
Ｐ

『
０
０
Ｕ

●
。
０

い
０
０
０
」

∞
”
０
０
け
Ｈ
Ｏ
ヽ
Ｐ

一
”
ｏ
９

●
・
Ｎ
Ｏ
卜
９

３
　
他
の
構
成
国
で
の
事
実
の
考
慮

準
拠
法
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
脱
国
内
法
化
し
た
法
で
あ
る
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
法
は
、
国
内
法
で
あ
る
が
、
受
給

権
の
有
無
、
給
付
額
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
単
に
そ
の
領
上
で
発
生
し
た
事
実
だ
け
で
は
な
く
他
の
Ｅ
Ｕ
構
成
国
で
発
生
し
た
事
実
を
も
考

フ
ラ
ン
ス
ｏ
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
一五
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
ニ
ハ

慮
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
当
該
法
が
純
粋
に
国
内
法
で
あ
れ
ば
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
事
実
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
家
族
給
付
、
労
働
災
害
補
償
、
お
よ
び
無
拠
出
制
特
別
給
付
に
つ
い
て
、
準
拠
法
た
る
構

成
国
法
が
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
構
成
国
で
の
事
実
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
家
族
給
付

準
拠
法
た
る
構
成
国
法
は
、
そ
の
国
内
に
居
住
し
て
い
な
い
子
に
つ
い
て
も
そ
の
家
族
負
担
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
構
成
国
の
法
の
適
用
を
う
け
る
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
は
、
他
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
家
族
の
構
成
員
に
つ
い
て
も
、
そ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
）

れ
ら
の
者
が
準
拠
法
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
と
同
様
、
当
該
準
拠
法
の
規
定
す
る
家
族
給
付
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
が
Ｅ
Ｕ
域
外
の
第
二
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
受
給
者
が
第
二
国
出
身
者
も
し
く
は
い
っ
さ
い
職
業
活

動
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
適
用
さ
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（Ｂ
）
労
働
災
害
補
償

労
働
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、
準
拠
法
た
る
構
成
国
法
が
、
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
、
労
働
不
能
の
程
度
、
受
給
権
の
有
無
、

ま
た
は
給
付
の
額
を
評
価
す
る
際
、
以
前
に
発
生
ま
た
は
立
証
さ
れ
た
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
を
考
慮
す
る
と
規
定
し
て
い
る
と
き
は
、

当
該
構
成
国
の
制
度
は
、
当
該
構
成
国
の
法
の
も
と
で
発
生
ま
た
は
立
証
さ
れ
た
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
と
同
様
、
他
の
構
成
国
の
法
の

）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

も
と
で
発
生
ま
た
は
立
証
さ
れ
た
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
災
害
年
金
の
算
定
基
礎
と
な
る
賃
金
は
、
労
働
災
害
の
発
生
し
た
最
後
の
労
務
給
付
地
国
で
支
払
わ
れ
た
賃
金
で

　^
　
　
　
　
　
（４
）
　
　
　
．

あ
り
、
労
働
者
が
そ
れ
以
前
に
労
働
し
て
い
た
他
の
国
に
お
い
て
支
払
わ
れ
て
い
た
賃
金
は
考
慮
さ
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
・



第
二
に
、
職
業
病
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
た
る
構
成
国
法
が
、
労
災
補
償
給
付
受
給
権
と
そ
の
額
を
算
定
す
る
場
合
、
必
要
で
あ
れ
ば
、

他
の
全
て
の
構
成
国
に
お
け
る
職
業
病
の
原
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
う
る
職
業
活
動
も
考
慮
さ
れ
る
（℃

（Ｃ
）
無
拠
出
制
特
別
給
付

無
拠
出
制
の
、
社
会
的
諸
リ
ス
ク
に
対
す
る
付
加
的
給
付
ま
た
は
障
害
者
の
た
め
の
特
別
保
護
給
付
の
う
ち
、
障
害
に
対
す
る
付
加
的
リ

ス
ク
ま
た
は
障
害
者
の
た
め
の
特
別
保
護
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
が
当
該
国
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
受
給
要
件
と
さ
れ
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
要
件
は
、
当
該
障
害
が
構
成
国
の
領
域
で
初
め
て
認
定
さ
れ
た
場
合
、
充
足
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（℃
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

三

二

八

国
内
法
が
、
社
会
保
障
給
付
の
受
給
権
取
得
、
維
持
、
回
復
の
た
め
に
、　
一
定
の
保
険
、
雇
用
、
職
業
活
動
、
も
し
く
は
居
住
期
間
を
要

求
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
の
期
間
の
長
さ
に
よ
り
給
付
の
内
容
を
異
に
す
る
場
合
、
そ
の
職
業
活
動
期
間
中
、
複
数
の
国
の
社
会
保

障
制
度
の
適
用
を
受
け
る
国
際
移
動
労
働
者
は
、
各
々
の
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
期
間
が
短
い
た
め
に
、
受
給
権
取
得
が
困
難
と
な
っ

た
り
、
あ
る
い
は
、
低
い
額
の
給
付
し
か
受
け
ら
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｃ
規
則
は
、
社
会
的
リ
ス
ク
が
実
現
し
た
場
合
、

準
拠
法
と
な
る
構
成
国
法
が
、
受
給
権
取
得
、
維
持
、
回
復
の
有
無
、
あ
る
い
は
、
給
付
の
内
容
、
額
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
国

の
法
に
基
づ
き
当
該
国
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
間
に
達
成
さ
れ
た
期
間
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前
に
他
の
構
成
国
の
法
制
度
が
適
用
さ

れ
て
い
る
間
に
達
成
さ
れ
た
期
間
も
含
め
て
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「期
間
の
通
算

↑
ｏ
け“
【】８
”】ｏ
●
０
８
は
『ざ
８
ｏと

を
行

う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

以
下
、
各
給
付
に
お
け
る
期
間
の
通
算
規
定
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
疾
病

・
出
産
給
付

疾
病
保
険
に
お
い
て
は
、
準
拠
法
と
な
る
構
成
国
の
法
は
、
受
給
権
取
得
、
維
持
、
回
復
の
た
め
、
保
険
、
労
働
、
ま
た
は
居
住
期
間
を

そ
の
要
件
と
し
て
い
る
場
合
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
の
と
同
様
、
被
保
険
者
が
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ

き
達
成
し
た
、
保
険
、
労
働
、
ま
た
は
居
住
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（Ｂ
）
障
害
給
付

障
害
給
付
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
と
な
る
構
成
国
の
法
は
、
受
給
要
件
と
し
て
保
険
、
ま
た
は
居
住
期
間
を
課
し
て
い
る
場
合
、
必
要
が



』
れ
け
に
出
増
『
¨
囃
翫
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
と
し
て
、
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
保
険
、
ま
た
は
居
住
期
間
も
考
慮

（Ｃ
）
老
齢

・
遺
族
給
付
、
保
険
期
間
に
よ
り
給
付
額
を
異
に
す
る
障
害
年
金

労
働
者
は
、
複
数
の
構
成
国
の
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
場
合
、
そ
の
老
齢

・
遺
族
給
付
、
お
よ
び
、
保
険
期
間
に
よ
り
給
付
額
を
異
に

す
る
障
害
年
金
を
受
給
す
る
た
め
、
複
数
の
法
か
ら
生
じ
る
権
利
を
累
驚
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
労
働
者
が
年
金
の
清
算
を
要
求
す
る
場
合
、

全
て
の
構
成
国
の
法
と
の
関
係
で
清
算
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
構
成
国
の
法
が
、
受
給
権
取
得
、
維
持
、
ま
た
は
回
復
の
た
め
に
、　
一
定
の
保
険
、
ま
た
は
居
住
期
間
を
課
し
て
い
る
場
合
、
必
要

い向』けど喘装却詢轟は導［辞腱嘲』れは同剛般に】智慮一剛馴け̈
岬嘲』一』鶴特別制度の枠組みであれ、他の全ての

（Ｄ
）
死
亡
給
付

死
亡
給
付
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
と
な
る
構
成
国
の
法
は
、
受
給
権
の
取
得
、
維
持
、
回
復
要
件
と
し
て
保
険
ま
た
は
居
住
期
間
を
課
し

て
い
る
場
合
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
と
し
て
、
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
保
険
、
ま

た
は
居
住
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
℃

（Ｅ
）
失
業
給
付

失
業
給
付
に
つ
い
て
は
、
受
給
要
件
と
し
て
保
険
期
間
ま
た
は
雇
用
期
間
を
課
し
て
い
る
場
合
は
、
準
拠
法
と
な
る
構
成
国
の
法
は
、
必

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

要
が
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
と
し
て
、
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
保
険

（６
）

ま
た
は
雇
用
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（Ｆ
）
家
族
給
付

家
族
給
付
に
つ
い
て
は
、
受
給
要
件
と
し
て
保
険
、
雇
用
ま
た
は
職
業
活
動
期
間
を
課
し
て
い
る
場
合
は
、
準
拠
法
と
な
る
構
成
国
の
法

は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
と
し
て
、
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
成
就
さ
れ
た
保
険
、
雇
用
ま
た
は

職
業
活
動
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（Ｇ
）
無
拠
出
特
別
給
付

無
拠
出
制
特
別
給
付
に
つ
い
て
は
、
受
給
要
件
と
し
て
雇
用
、
職
業
活
動
ま
た
は
居
住
期
間
を
課
し
て
い
る
場
合
は
、
適
用
さ
れ
る
構
成

国
の
制
度
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
と
し
て
、
他
の
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
達
成
さ
れ
た
雇
用
、
職

（８
）

業
活
動
ま
た
は
居
住
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

”
α
ｍ
ｒ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
ｒ

，
■

，
日

，

日Ｂ
Ｏ
一
】識
ｏ
Ｏ
”
【
”
ｏ
ｍ
ｒ
●
。
Ｎ
∞
０
卜
＼
Ｎ
Ｎ
ｏ
け
口
¨
Ｈ
ω
Ｏ
一
＼
∞
い
０
●
０
０
只
ツ①
】ｒ

”
α
”
ｒ
●
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
ミ
Ｆ

，
ユ
・
ω
∞
・Ｆ

ｏ
Ｏ
●
絡

言̈
０
●
”
『
”
α
”
ｒ
●
。
日
Ｎ
卜
∞
＼
Ｏ
Ｎ

”
諄
。
Ｎ

ゆ
Ｎ
・

”
留

】。
口
。
〓
８

、

デ

“
ユ
・
ざ

卜

８

Ｂ
Ｌ
言
０
つ
鶴

”
α
”
】。
Ｌ

に
あ
ｂ
Ｎ

”
ユ
・
ド

ゅ
”

”
ｐ
〕ｒ
口
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
ヽ
ｒ

”
諄
。
卜
ｕ
・Ｆ

ｏ
９
じ
一一言
い
つ
”
『
”
ｐ
卜

●
。
Ｈ
Ｎ
卜
∞
＼
Ｏ
Ｎ

”
諄
。
Ｎ

ゅ
ω
。

”
ｏｍ
Ｆ
●
。
Ｈ卜
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ
”
諄
・
０
♪
■
５
ヽ
識̈
ｏ
り

，
■
”
α”
ｒ
●
。
Ｎ∞０
卜
＼『
Ｎ
Ｏ
●
０
９
只
６
【ｒ

54321
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”
α
”
Ｆ
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ

，
ユ
一・
０
ド
Ｆ

【●
ｏ
Ｏ
識
ｏ
●
”
『
”
α
”
Ｆ
●
。
日
ω
Ｏ
一
＼
∞
Ｈ
Ｏ
●
０
９
あ
Ｑ
ｒ

”
ｊ
”
Ｆ

口
。

日
ヽ
ｏ
∞
＼
Ｎ
日

・
“
『
ｒ

ヽ
Ｎ

・
ｏ
ｏ
日
り
け
¨
け
●
０

づ
”
『

】″
０
”
ｒ

●
。

ω
ヽ
Ｎ
ヽ
＼
∞
０

０
口

ω
０

０
〇
一
・
い
０
∞
０

・

”
２
Ｌ
。
口
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ

”
ユ
・
Ｈ
９

げ
お
・
ｏ
ｏ
口
∽
一̈
け●
０
り
“
『
”
α
”
ｒ
●
。
Ｈ
Ｎ
卜
『
＼
Ｏ
Ｎ

”
ユ
。
い
ｏ
■
ゆ
ト

５
　
給
付
の
負
担
配
分

（Ａ
）
原
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

原
則
と
し
て
、
給
付
の
内
容
、
額
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
が
こ
れ
を
決
定
し
、
準
拠
法
国
の
制
度
の
み
が
財
政
負
担
を
行
う
。
こ
の
原
則

は
、
疾
病

・
出
産
給
付
、
保
険
期
間
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
給
付
額
が
決
定
さ
れ
る
障
害
給
付
、
労
災
補
償
金
銭
給
付
、
死
亡
給
付
、
失
業
給

付
、
無
拠
出
特
別
給
付
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
。

（Ｂ
）
例
外

し
か
し
な
が
ら
、
老
齢

・
遺
族
年
金
、
保
険
期
間
に
よ
り
給
付
額
を
異
に
す
る
障
害
年
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が
実
現
し
た

と
き
の
準
拠
法
国
が
、
そ
の
法
に
基
づ
き
そ
の
内
容
を
決
定
し
全
て
こ
れ
を
負
担
す
る
と
い
う
単
純
な
方
式
で
な
く
、
原
則
と
し
て
、
当
該

労
働
者
が
適
用
を
受
け
て
い
た
各
国
制
度
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
年
金
が
清
算
さ
れ
、
各
制
度
が
部
分
的
年
金
を
負
担
す
る
と
い
う
特
別
の
方
式

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二
四
八
／
九
二
号
に
よ
る
改
正
の
後
、
現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
よ
う

な
清
算

・
年
金
額
決
定
方
式
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

一一〓
〓



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
壬
一

（１
）
各
制
度
に
対
す
る
年
金
の
清
算

ま
ず
第

一
に
、
労
働
者
は
、
適
用
を
受
け
て
い
た
複
数
国
の
制
度
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
そ
の
年
金
の
清
算
を
行
う
。
そ
の
清
算
方
法
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
が
、当
該
国
の
制
度
に
お
い
て
年
金
権
を
取
得
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
異
な
る
。

ａ
　
年
金
権
取
得
の
た
め
他
国
で
達
成
さ
れ
た
期
間
の
通
算
が
必
要
な
場
合

当
該
国
の
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
が
年
金
権
を
取
得
す
る
の
に
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
取
得
の
た
め
他
国
で
達
成
さ
れ
た
期
間

の
通
算
が
必
要
な
場
合
、
ま
ず
初
め
に
、
「理
論
上
の
年
金

（Ｒ
３
いｏ
●

，
８
『̈
ｏ
ｒ
ｅ
」
を
計
算
す
る
。
こ
れ
は
、
他
の
全
て
の
構
成
国
の
制

度
で
達
成
さ
れ
た
期
間
も
含
め
全
期
間
が
当
該
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
当
該
制
度
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
年
金
額
で
あ

２つ
。次

に
、
「比
例
的
年
金
」
を
計
算
す
る
。
こ
れ
は
、
先
に
計
算
さ
れ
た

「理
論
上
の
年
金
」
を
他
の
構
成
国
全
て
の
制
度
に
お
い
て
達
成
さ

れ
た
通
算
期
間
に
対
す
る
、
現
実
に
当
該
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
の
割
合
に
比
例
さ
せ
て
縮
小
し
た
年
金
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「比
例
年
金
」
¨
「理
論
上
の
年
金
」
＝
「当
該
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
」
¨
「全
制
度
の
通
算
期
間
」
と
な
る
。
労
働
者
が
当
該
国

制
度
と
の
関
係
で
有
す
る
年
金
は
こ
の

「比
例
年
金
」
で
あ
る
。

ｂ
　
当
該
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
の
み
で
年
金
権
を
取
得
す
る
場
合

当
該
制
度
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
期
間
の
み
で
当
該
制
度
の
年
金
権
を
取
得
す
る
場
合
、
第

一
に
、
当
該
国
に
お
い
て
当
該
国
の
法
に
基

づ
き
達
成
さ
れ
た
期
間
を
基
礎
と
し
て
当
該
国
制
度
の
年
金

（「独
立
年
金

（ｏ
①Ｂ
【ｏ
●
“
二
ｏ
口
ｏ
８
３
し

を
算
定
す
る
。

他
方
、
第
二
に
、
ま
ず
、
当
該
制
度
に
お
け
る

「理
論
的
年
金
」
を
、
つ
い
で
、
当
該
制
度
の

「比
例
的
年
金
」
を
、
前
述
し
た
の
と
同

様
の
方
法
で
算
定
す
る
。

労
働
者
が
、
当
該
国
制
度
と
の
関
係
で
有
す
る
年
金
は
、
「独
立
年
金
」
あ
る
い
は

「比
例
年
金
」
の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
で
あ
る
。



（２
）
付
与
さ
れ
る
年
金
総
額

当
該
労
働
者
の
有
す
る
年
金
総
額
は
、
そ
の
適
用
さ
れ
て
い
た
各
構
成
国
の
制
度
と
の
関
係
で
、
上
記
の
方
法
で
清
算
さ
れ
、
決
定
さ
れ

た
年
金
額
の
総
和
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
各
構
成
国
は
、
当
該
労
働
者
と
の
関
係
で
そ
の
有
す
る
年
金
を
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
負
担
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
労
働
者
が
、
部
分
的
に
年
金
権
を
有
す
る
こ
れ
ら
の
構
成
国
の
い
ず
れ
か
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
以
上
の
よ
う

な
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
年
金
額
の
総
和
は
、
当
該
居
住
国
に
お
け
る
「理
論
的
年
金
」、
す
な
わ
ち
、
通
算
さ
れ
た
保
険
ま
た
は
居
住
期

間
が
当
該
国
に
お
い
て
当
該
国
の
法
に
基
づ
い
て
達
成
さ
れ
て
い
た
場
合
に
決
定
さ
れ
る
最
低
給
付
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
労

働
者
の
年
金
額
の
総
和
が
、
そ
の
居
住
国
で
あ
り
か
つ
部
分
的
に
年
金
権
を
有
し
て
い
る
構
成
国
の

「理
論
的
年
金
」
を
下
回
る
場
合
、
当

該
居
住
国
は
、
場
合
に
よ
り
、
そ
の
労
働
者
の
当
該
国
で
の
居
住
期
間
中
、
そ
の
年
金
額
の
総
和
と
当
該
国
の

「理
論
的
年
金
」
の
差
額
部

（９
）

分
を
支
給
す
る
。

87654321

”
絆
卜

●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
ヽ
ｒ

，
ユ
・
Ｎ
”

”
ｏ
ｍ
ｒ
●
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
ヽ
ｒ

，
ユ
・
ω
Ｐ

ヨ
易
Ｌ
言
ふ

り
，

『
”
α
”
ｒ
●
。
日
Ｎ
卜
∞
＼
Ｏ
Ｎ

”
ユ
・
Ｎ

の
Ｎ
・

”
α
”
ｒ
口
。
ロ
ト
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ

”
ユ
・
Ｏ
Ｐ

日
”ｏ
口
〓

ｏ̈
づ
”
【
”
α
”
ド
●
。
日
ω
Ｏ
一
＼
∞
日
０
●
０
９
あ
ｏ
Ｆ̈

”
０
”
Ｆ

，
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
ヽ
ｒ

”
詳
・
ｏ
や

”
ｏ
”
ド
●
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
詳
・
０
ド

”
０
”
Ｆ
口
。
い
卜
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
諄
・
Ｐ

，

げ
中ｐ

ｏ
Ｏ
只
路
津
口
０
●
”
『
”
ｐ
Ｌ
。
口
。
Ｈ
Ｎ
卜
ヽ
＼
Ｏ
Ｎ

”
ユ
。
日
の
「
ゅ
卜
・

”
留
喝Ｆ
●
。
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
ユ
・
卜
ｐ

ゆ
Ｎ
・
●̈
２
〓
口
い
ｏ
”
『
”
ｐ
〕ｒ
●
。
【
Ｎ
卜
∞
＼
Ｏ
Ｎ

“
ユ
。
Ｎ

ゆ
ω
・

”
α
”
Ｆ
い
。
ロ
ト
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
諄
・
卜
ｐ

一
日
・
】●
の
一
】け●
Ｏ
ｏ
”
『
”
ｐ
〕ｒ
口
。
日
Ｎ
卜
∞
＼
Ｏ
Ｎ

”
ユ
一。
Ｎ

ゆ
ω
・

フ
ラ
ン
ス
ｏ
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開

一一一一一一一一一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

（９
）

”
ｏ”
Ｆ
●
。
Ｈ卜ｏ∞＼ヽ
ｒ

，
ユ
・
ｕＰ
ｒＢ
け【言
０
「
”Ｈ
”
Ｐ
ｖЧＦ
い
。
【Ｎ卜∞＼ＯＮ
”
ユ
。
Ｎ
ゆ
ω・

６
　
給
付
の
移
送

三

二

四

（Ａ
）
居
住
要
件
除
去
の
原
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

さ
ら
に
、
特
に
国
際
移
動
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
給
付
管
轄
国

（負
担
国
）
以
外
の
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
に
も
当
該
給
付
を
受
給
し

う
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
給
付
の
管
轄
国
外
へ
の
移
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
特
に
年
金
等
の
労
働
生
活
終
了

後
の
長
期
に
わ
た
る
給
付
を
、
管
轄
国
外
で
、
た
と
え
ば
出
身
国
に
帰
国
後
、
受
給
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
労
働
者
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
こ
の
給
付
の
移
送
を
可
能
に
す
る
た
め
、
給
付
の
支
給
に
関
し
、
当
該
受
給
者
の
給
付
管
轄
国
居

住
条
件
の
除
去
、
す
な
わ
ち
、
当
該
受
給
者
が
そ
の
管
轄
国
に
居
住
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
当
該
国
の
負
担
す
る
給
付
の
支
給
を
妨
げ
な
い

と
の
原
則
を
、
長
期
給
付
の
み
な
ら
ず
、
短
期
給
付
に
つ
い
て
も
拡
大
し
て
い
る
。

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（１
）

し
か
し
な
が
ら
、
同
居
住
要
件
の
除
去
は
、
受
給
者
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
以
外
の
第
二
国
に
居
住
し
た
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
居
住
要
件
の
除
去
、
給
付
の
移
送
可
能
性
の
原
則
は
、
住
居
の
変
更
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
領
域
内
で
行
わ
れ
た
場
合
の
み
適
用
さ
れ
る
。

以
下
、
各
給
付
に
み
ら
れ
る
、
支
給
時
の
居
住
要
件
除
去
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（１
）
障
害
、
老
齢
、
遺
族
、
死
亡
の
金
銭
給
付
、
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
補
償
年
金

Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
四
〇
八
／
七

一
号
は
、
そ
の
第

一
〇
条
に
お
い
て
、
取
得
さ
れ
た
権
利
に
基
づ
く
給
付
の
支
給
に
お
け
る
居
住
要
件
除
去



含
Ｑ
８

●
８

２
”
易
８

●
ｏ
８
ｏ】８
８
ｏ
）
の
原
則
を
確
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
規
則
に
お
い
て
異
な
る
定
め
の
な
い
限
り
、
附
則
Ⅵ
に
お

け
る
各
構
成
国
の
一
定
の
留
保
を
除
き
、
構
成
国
の
一
つ
ま
た
は
複
数
の
法
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
た
、
障
害
、
老
齢
、
お
よ
び
、
遺
族
の

金
銭
給
付
、
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
補
償
年
金
、
な
ら
び
に
、
死
亡
給
付
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
が
、
債
務
機
関
の
あ
る
構
成
国
以
外
の

構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
い
か
な
る
減
額
、
変
更
、
支
給
停
止
、
消
滅
、
没
収
も
行
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同

一
の

原
則
は
、
遺
族
年
金
権
を
有
し
て
い
る
生
存
配
偶
者
の
再
婚
の
際
、
支
給
さ
れ
る
一
時
金
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
（℃

（２
）
疾
病

・
出
産
給
付

ａ
　
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
準
拠
法
国

（管
轄
国
）
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合

被
保
険
者
が
、
準
拠
法
国

（管
轄
国
）
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
居
住
国

（管
轄
国
で
は
な
い
）
に
お
い
て
、
現
物

給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
の
制
度
の
負
担
で
、
居
住
国
の
機
関
に
よ
り
提
供
さ
れ
、
金
銭
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
の
制
度
よ
り
支
給

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
管
轄
国
の
制
度
と
居
住
国
機
関
と
の
間
の
協
定
に
よ
り
、
金
銭
給
付
も
、
管
轄
国
の
制
度
の
負
担
で
居
住
国
の
機
関
に

よ
り
支
給
さ
れ
う
る
。

家
族
が
、
準
拠
法
国

（管
轄
国
）
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
被
保
険
者
と
同
様
、
管
轄
国
の
制
度
の
負
担
で
居
住
国
の
機

関
よ
り
現
物
給
付
を
支
給
さ
れ
る
。

家
族
が
、
疾
病
出
産
に
関
す
る
現
物
給
付
の
支
給
に
つ
き
保
険
や
雇
用
の
要
件
を
課
し
て
い
な
い
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
家
族
に

支
給
さ
れ
る
現
物
給
付
は
、
被
保
険
者
の
加
入
し
て
い
る
機
関
の
負
担
と
な
る
。

ｂ
　
国
境
労
働
者

↑
ご
く
”
い【げ
日
り
」８
●
け”
【̈
ｏ■３

と
そ
の
家
族

国
境
労
働
者
と
は
、
あ
る
構
成
国
で
職
業
活
動
を
行
い
、
他
の
構
成
国
に
居
住
し
、
か
つ
、
原
則
と
し
て
毎
日
あ
る
い
は
週
に
少
な
く
と

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
五



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
量
ハ

（４
）

も

一
回
自
宅
に
帰
る
、
賃
金
労
働
者
ま
た
は
自
営
業
者
で
あ
る
。

国
境
労
働
者
は
、
そ
の
管
轄
国

（居
住
国
で
は
な
い
）
で
、
そ
の
管
轄
国
に
居
住
し
て
い
る
の
と
同

一
の
条
件
で
、
管
轄
国
の
制
度
よ
り

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
家
族
も
被
保
険
者
と
同

一
の
条
件
で
給
付
を
受
け
る
が
、
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
、
同
給
付
の
享
受

は
、
関
係
国
間
ま
た
は
当
該
国
の
管
轄
機
関
の
間
の
協
定
、
ま
た
は
こ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
事
前
の
管
轄
国
の
制
度
の
許
可
に
従
う
も
の

（５
）

と
す

る
。

ｃ
　
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
で
の
一
時
的
滞
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

被
保
険
者
で
あ
る
労
働
者
、
お
よ
び
、
そ
の
家
族
が
、
そ
の
管
轄
国
以
外
の
構
成
国
で
の
一
時
的
滞
在
中
、
直
ち
に
治
療
を
必
要
と
す
る

事
態
に
な
っ
た
と
き
、
当
該
管
轄
国
機
関
の
負
担
に
よ
る
給
付
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
居
住
す
る
他
の
構
成
国
へ
の
帰
還
ま
た
は
他
の

構
成
国
へ
の
転
居
が
当
該
管
轄
国
の
機
関
よ
り
承
認
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
適
当
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
他
の
構
成
国
へ
行
く
こ
と

が
当
該
管
轄
国
機
関
よ
り
承
認
さ
れ
た
と
き
、
給
付
の
移
送
が
認
め
ら
れ
る
。

現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
滞
在
国
ま
た
は
居
住
国
の
制
度
か
ら
、
滞
在
国
ま
た
は
居
住
国
の
法
に
基
づ
き

そ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
の
と
同

一
の
条
件
で
支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
給
付
機
関
は
、
管
轄
国
制
度
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

金
銭
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
制
度
か
ら
、
そ
の
法
の
適
用
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
管
轄
国
制
度
と
滞
在
ま
た
は
居
住
国

の
制
度
と
の
間
の
協
定
に
よ
り
、
金
銭
給
付
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
滞
在
ま
た
は
居
住
国
の
制
度
か
ら
、
管
轄
国
制
度
の
法
に

（６
）

基
づ
い
て
支
給
さ
れ
う
る
。

ｄ
　
失
業
者
と
そ
の
家
族

失
業
者
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
失
業
後
、
そ
の
準
拠
法
国

（管
轄
国
）
以
外
の
構
成
国
へ
、
求
職
活
動
の
た
め
出
発
し
た
と
き
は
、
現

物
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
構
成
国
の
制
度
か
ら
給
付
を
受
け
る
。
金
銭
給
付
に
つ
い



て
は
、
管
轄
国
制
度
か
ら
給
付
を
受
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
轄
国
制
度
と
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
構
成
国
の
制
度
と
の
間
の
協
定
に

よ
り
、
同
給
付
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
求
職
活
動
地
国
の
制
度
か
ら
支
給
さ
れ
う
る
。
第
二
に
、
最
後
の
雇
用
の
時
か
ら
そ
の

準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
た
時
は
、
最
後
の
雇
用
の
時
よ
り
当
該
居
住
国
の
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
と
し
て
、
居
住

国
の
法
に
基
づ
き
、
居
住
国
の
負
担
に
よ
り
、
現
物
ま
た
は
金
銭
給
付
を
支
給
さ
れ
る
（℃

失
業
者
の
家
族
は
、
失
業
者
が
そ
の
失
業
給
付
を
負
担
し
て
い
る
構
成
国
の
法
に
基
づ
き
疾
病

・
出
産
給
付
受
給
権
を
取
得
し
て
い
る
と

き
は
、
構
成
国
の
ど
の
国
に
居
住
ま
た
は
滞
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
疾
病
・出
産
給
付
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、

現
物
給
付
は
、
居
住
ま
た
は
滞
在
国
の
制
度
か
ら
、
そ
の
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
失
業
給
付
を
負
担
す
る
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
支
給

さ
れ
る
。
現
金
給
付
に
つ
い
て
は
、
失
業
給
付
を
負
担
す
る
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
そ
の
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
（℃

ｅ
　
年
金

（老
齢
、
遺
族
、
労
災
補
償
、
障
害
）
受
給
者
と
そ
の
家
族

第

一
に
、
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
年
金
権
を
有
す
る
制
度
の
構
成
国
の
い
ず
れ
か
に
居
住
し
て
お
り
、
か
つ
、
居
住
国
の
法
に
基
づ
き
疾

病

・
出
産
給
付
受
給
権
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
家
族
と
と
も
に
、
当
該
居
住
国
の
制
度
か
ら
そ
の
負
担
で
給
付
を
享
受
す
る
（℃

第
二
に
、
年
金
受
給
者
が
、
そ
の
年
金
権
を
有
す
る
制
度
の
構
成
国
の
い
ず
れ
か
に
居
住
し
て
い
る
が
、
そ
の
居
住
国
の
法
に
基
づ
く
疾

病

・
出
産
給
付
受
給
権
を
有
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
家
族
と
共
に
、
現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
居
住
国
か
ら
、
年
金
支
給
制
度

（複
数

あ
る
場
合
は
、
最
も
長
く
適
用
さ
れ
て
い
た
制
度
）
の
負
担
に
よ
り
岐
給
さ
れ
る
。
金
銭
給
付
に
つ
い
て
は
、
年
金
支
給
制
度

（複
数
あ
る

場
合
は
、
最
も
長
く
適
用
を
受
け
て
い
た
制
度
）
か
ら
支
給
さ
れ
る
（Ⅷ

第
二
に
、
年
金
受
給
者
が
、
そ
の
年
金
権
を
有
す
る
制
度
の
構
成
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
時
、
当
該
年
金
受
給
者
と
そ
の
家

族
に
支
給
さ
れ
る
現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
金
支
給
制
度

（複
数
あ
る
場
合
は
、
最
も
長
く
適
用
さ
れ
て
い
た
制
度
）
が
こ
れ
を
負

担
す
る
（躍

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
七



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

三

二

八

（３
）
労
働
災
害
補
償
給
付

ａ́

被
災
者
が
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合

労
災
の
被
災
者
が
準
拠
琺
国

（管
轄
口
）
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
被
災
者
は
、
労
災
補
償
の
現
物
給
付

（療
養
給
付
）

に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
の
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
居
住
国
の
制
度
か
ら
そ
の
法
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
、
金
銭
給
付

（体
業
給
付
）
に

つ
い
て
は
、
管
轄
国
の
制
度
よ
り
直
接
支
給
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
轄
国
の
制
度
と
居
住
国
の
制
度
と
の
協
定
に
よ
り
、
金
銭
給
付

も
、
管
藤
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
居
住
国
制
度
か
ら
支
給
さ
れ
う
る
（躍

ｂ
　
国
境
労
働
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

（・３
）

国
境
労
働
者
は
、
管
轄
国

（労
務
給
付
地
国
）
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
管
轄
国
の
制
度
か
ら
労
災
補
償
給
付
を
受
け
る
。

ｃ
　
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
で
の
一
時
的
滞
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

被
保
険
者
で
あ
る
労
働
者
、
お
よ
び
、
そ
の
家
族
が
、
そ
の
管
轄
国
以
外
の
構
成
国
で
の
一
時
的
滞
在
中
、
直
ち
に
治
療
を
必
要
と
す
る

事
態
に
な
っ
た
と
き
、
当
該
管
轄
国
の
機
関
の
負
担
に
よ
る
給
付
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
居
住
す
る
他
の
構
成
国
へ
の
帰
還
ま
た
は
他

の
構
成
国
へ
の
転
居
が
当
該
機
関
よ
り
承
認
さ
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
、
適
当
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
他
の
構
成
国
へ
行
く
こ
と
が
当
該

管
轄
国
機
関
よ
り
承
認
さ
れ
た
と
き
、
給
付
の
移
送
が
認
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
滞
在
国
ま
た
は
居
住
国
の
制
度
か
ら
、
滞
在
国
ま
た
は
居
住
国
の
法
に
基
づ
き

そ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
の
と
同

一
の
条
件
で
支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
給
付
機
関
は
、
管
轄
国
制
度
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

金
銭
給
付
に
つ
い
て
は
、
管
轄
国
の
制
度
か
ら
、
そ
の
法
の
適
用
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
管
轄
国
制
度
と
滞
在
ま
た
は
居
住

国
の
制
度
と
の
間
の
協
定
に
よ
り
、
金
銭
給
付
は
、
管
轄
国
制
度
の
負
担
に
よ
り
、
滞
在
ま
た
は
居
住
国
の
制
度
か
ら
、
管
轄
国
制
度
の
法



に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
う
る
（躍
　
　
　
　
　
　
　
　
´

（４
）
失
業
給
付

ａ
　
失
業
後
、
求
職
活
動
の
た
め
他
の
構
成
国
へ
出
発
し
た
場
合

失
業
者
は
、
第
一
に
、
完
全
失
業
後
、
そ
の
準
拠
法
国

（管
轄
国
）
以
外
の
構
成
国
へ
、
求
職
活
動
の
た
め
出
発
し
た
と
き
は
、
三
か
月

を
限
度
と
し
て
、
一
定
の
手
続
き
の
後
、
管
轄
国
の
制
度
の
負
担
で
、
居
住
国
の
制
度
か
ら
居
住
地
で
失
業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
カ
月
以
内
に
管
轄
国
に
帰
還
し
な
か
っ
た
場
合
、
当
該
失
業
者
は
、
全
で
の
給
付
へ
の
権
利
を
失
う
（地

ｂ
　
最
後
の
雇
用
の
時
、
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
た
場
合

第
二
に
、
最
後
の
雇
用
の
時
、
そ
の
準
拠
法
国
以
外
の
構
成
国
に
居
住
し
て
い
た
時
は
、
完
全
失
業
者
の
場
合
、
最
後
の
雇
用
の
時
、
当

該
居
住
国
の
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
も
の
と
み
な
し
て
、
居
住
国
の
法
に
基
づ
き
、
居
住
国
の
負
担
に
よ
り
、
居
住
国
の
制
度
か
ら
給
付

（‐６
）

を
支
給
さ
れ
る
。

（５
）
家
族
給
付
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

家
族
給
付
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
お
よ
び
そ
の
子
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
管
轄
日
か
ら
、
受
給
者
ま
た
は
そ
の
家

族
に
対
し
て
移
送
さ
れ
う
る
（電
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　́
　
　
．

（Ｂ
）
居
住
要
件
除
去
の
原
則
の
例
外

し
か
し
な
が
ら
、
給
付
移
送
可
能
性
の
例
外
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
〇
四
八
／
七

一
号
を
改
正
し
た

一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｃ
規
則
第

一
二

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
九



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
〇

四
七
／
九
二
号
は
、
居
住
要
件
除
去
の
原
則
は
、
無
拠
出
制
特
別
給
付
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
（電

す
な
わ
ち
、
無
拠
出
制

の
、
疾
病
、
出
産
、
障
害
、
老
齢
、
遺
族
、
労
災
、
死
亡
、
失
業
、
家
族
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
付
加
的
保
障
あ
る
い
は
障
害
者
に
対
す
る
特

別
保
護
の
た
め
の
特
別
金
銭
給
付
は
、
同
規
則
の
附
則
に
各
国
が
規
定
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
受
給
者
は
当
該
構
成
国
に
居
住
し
て

い
る
限
り
に
お
い
て
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
給
付
は
、
居
住
地
国
の
機
関
が
そ
の
負
担
で
支

給
す
る
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
は
、
全
国
連
帯
基
金
補
足
手
当
、
成
年
障
害
者
特
別
手
当
、
特
別
手
当
を
国
外
移
送
で
き
な
い
給
付
と
し
て

指
定
し
て
い
る
。

０
●
∽
９

ｏ
ｏ

，

ω
ｏ
』“
●̈

Ｈ
Ｏ
∞
Ｎ

”
‘
】ｒ
ｏ
】メ

く
。
い
。
卜
Ｎ
”

”
留
四ｒ
●
。
日
、
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
ユ
・
Ｈ
Ｐ

ゆ
Ｐ
・
ｏ
い
ｏ
Ｐ

【●
ｏ
Ｏ
一喘
ぶ

り
，

■
”
ｏ
ｍ
ｒ
●
。
日
ω
Ｏ
ｏ
＼
０
日
●
●
Ｏ
Ｑ
あ
ｏ
一ｒ

】蘇
崎
Ｆ
●
。
日
、
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
ユ
・
Ｈ
Ｐ

■
５
８
識
ぃ
０
”
『
”
ｏ
け
ら
．片
野
０
３
ｏ
●
Ｆ

”
ｐ
卜

乳

Ｎ
∞
０
卜
＼
『
Ｎ
ｏ
け
い
。
Ｈ
ω
Ｏ
Ｏ
＼
∞
【
０
●
０
９
あ
Ｑ
ｒ

刀
０
”
ｒ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
■
ｒ
ｒ

げ
・
■
Ｆｏ
Ｑ
〓
【ｏ
ｏ
”
嘱

，
０
け
０
．轡
巳
」Ｏ
ａ
ｏ
●
ＨＦ

”
α
”
Ｆ
Ｏ
Ｕ
同

【■
Ｎ
∞
０
ヽ
＼
ヽ
Ｈ
●
●
０
０
口
の
ｏ
Ｆ̈

，
ｏ
け
●
．２
巳
】ｏ
ａ
Ｏ
●
Ｈ
ヽ
”
Ｏ
Ｌ
。
●
。

日
い
０
一
＼
∞
日
ｏ
け
Ｈ
Ｎ
卜
『
＼
Ｏ
Ｎ
Ｏ
●
０
９
あ
ｏ
】ド

”
０
”
Ｆ
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
ヽ
ヽ
Ｆ

”
ユ
・
Ｎ
Ｐ

】日
Ｏ
Ｑ
】識
ｏ
Ｏ
“
『
”
０
ぃ
０
．曽
障
〕ｏ
ｏ
Ｏ̈
●
Ｆ

ｏ
け
”
α
”
ｒ
●
。
日
ω
Ｏ
ｏ
ヽ
∞
い
０
●
Ｏ
ｏ
●
ｏ
ｏ
】Ｆ

”
ｏ
ｍ
ｒ
●
。
【
卜
ｏ
∞
＼
ヽ
Ｆ

，
ユ
Ｆ
Ｎ
Ｎ
・
員
ｒ０
０
識̈
ｏ
Ｏ
”
【

，
０
け
０
．曽
Ｂ
ｐ
い
の
中Ｏ
●
Ｈ
い
ｏ
一
”
α
”
Ｆ
口
。
Ｎ
ｕ
ｏ
Ｏ
＼
『
ヽ
・
日
ω
Ｏ
一
＼
∞
Ｆ

Ｎ
『
Ｏ
ω
＼
∞
い
０
●

Ｏ
ｏ
●
ｏ
ｏ
】Ｆ

”
０
”
Ｆ
口
。
い
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
ユ
〓
Ｎ
ｏ
。
ゆ
日
ｏ
け
ゆ
Ｎ

・
ヨ
５
０
中由
い
０
“
■

，
ｏ
い
０
．曽
Ｂ

，
０
０
ｏ̈
●
Ｈ

・
０
一
月
２
四
ｒ
●
。
Ｈ
ω
Ｏ
一
＼
∞
Ｈ
Ｏ
●
０
０
コ
ｏｏ
ｒ̈

”
α
”
ｒ
●
．
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
ユ
・
Ｎ
９

ゆ
ω
・
■
５
０
識̈
ｏ
Ｏ
”
【
“
ｏ
い
０
．２
障
忠
∽
ｏ̈
口
Ｆ

ｏ
け
”
２
Ｌ
・
口
。
日
い
０
一
＼
∞
い
０
●

０
９
只
３
】ｒ

”
２
鴫
Ｆ
●
。
ロ
ト
ｏ
∞
＼
ヽ
Ｆ

，
ユ
〓
Ｎ
が

■
５
ら
】識
ｏ
Ｏ
”
【
”
″
”
ｒ
口
。
Ｎ
∞
０
卜
‐
『
Ｎ
ヽ
●
０
９
あ
①
ｒ̈

”
α
”
Ｆ
口
。
ロ
ト
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

”
諄
。
Ｎ
∞
ヽ
■
ｒ０
０
〓

ｏ̈
Ｏ
”
『

，
０
け
０
．２
巳
口０
∽
】Ｏ
口
Ｈ
・
ｏ
一
”
α
”
Ｆ
●
。
Ｎ
∞
０
卜
＼
ヽ
Ｎ
Ｏ
●
０
０
●
Ｏ
ｏ
【Ｆ

10  9   8   7   6   5 4321



19  18  17  16  15  14  13  12  11

”
２
世
・
●
。
日
ヽ
〇
∞
＼
『
ｒ

”
ユ
・
Ｎ
∞
σ
″̈

日目
０
〇
一訥
ｏ
づ
”
Ｈ
”
ｏ
”
Ｆ
●
。
Ｎ
∞
０
卜
＼
Ｎ
Ｎ
ヽ
●
Ｏ
ｏ
●
ｏ
ｏ
ｒ̈

”
α”
ｒ
い
。
ロト
ｏ
∞
＼
ヽ
Ｆ
”
諄
・
ｕド
”
・

”
α”
Ｆ
●
。
Ｈ卜ｏ
∞＼
『
ｒ
”
ユ
・
釧
Ｎ
■
５
〇
一訥
ｏ
り
ヽ
■
”
α”
ｒ
●
。
Ｈω
Ｏｏ
＼
∞
ｒ

”
ｏ
”
Ｆ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

”
ユ
・
ｏ
Ｐ

Ｈ
Ｆｏ
Ｏ
〓
い０
り
”
『
”
ｐ
四Ｆ
い
。
日
ω
Ｏ
Ｏ
＼
∞
【
ｏ
け
●
。
Ｎ
『
Ｏ
ω
＼
∞
Ｈ
Ｏ
●
Ｏ
ｏ
●
ｏ
ｏ
いＦ

”
α
”
ｒ
口
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
Ｆ

，
ユ
・
Ｏ
Ｐ

【●
０
０
】識
い
ｏ
”
『
”
ｏ
”
ｒ
●
。
日
ω
Ｏ
ｏ
＼
∞
い
●
●
０
０
●
ｏ
Ｑ
Ｆ

”
α
”
Ｆ
口
。
い
卜
ｏ
∞
＼
Ｎ
Ｆ
”
諄
。
『
Ｆ
【●
０
０
】」お

り
，
『
”
ｏ
”
ド
●
。
日
い
０
０
＼
∞
い
０
●
０
０
●
ｏ
２
Ｆ

”
α
”
ｒ
●
．
Ｈ
卜
ｏ
∞
＼
ヽ
Ｆ

”
諄
。
『
ｐ

【泉
〕け【い●
Ｏ
ｏ
”
【
”
ｐ
〕ド
●
。
ω
卜
Ｎ
ヽ
＼
∞
Ｐ

”
『
ｒ
い
ｏ
い

一
い
。

”
α
”
ｒ
●
。
日
ヽ
ｏ
∞
＼
『
ｒ

”
ユ
・
日
ｏ
げ
９̈
Ｆ
０
９
あ
け【言
ｏ
ｏ
”
『
”
α
性
・
●
。
【
Ｎ
卜
Ｎ
＼
Ｏ
Ｎ
Ｏ
●
ω
Ｏ
営
ヨ
。
日
ｏ
Ｏ
Ｎ

”
ユ
。
日
ｑ
・
ゆ
ト

＞
口
●
ｏ
Ｘ
目
げ
お
。

〓
一　
小
括

以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
、
Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
は
、
そ
の
適
用
対
象
、

調
整
規
定
の
内
容
と
も
に
次
第
に
拡
充
さ
れ
、
か
な
り
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
人
的
適
用
範
囲
も
、
「賃
金
労
働
者
及
び
独
立
自
営
業
者
」
か
ら
、
被
保
険
者
資
格
を
有
す
る
者
へ
と
拡
大
さ
れ
、
ま
た
、

物
的
適
用
範
囲
も
、
対
象
と
な
る

「社
会
保
障
給
付
」
は
、
無
拠
出
制
給
付
を
も
含
む
も
の
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
移
送
可
能
な

給
付
も
、
家
族
給
付
を
含
め
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
残
さ
れ
た
検
討
課
題
と
し
て
は
、
第

一
に
、
連
携

・
調
整
規
則
の
適
用
対
象
給
付
と
し
て
、
社
会
扶
助
給
付
、
第
二

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
一



法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
二

に
、
連
携
・調
整
規
則
の
適
用
対
象
制
度
と
し
て
、
補
足
的
社
会
保
護
制
度
、
第
二
に
、
国
外
へ
の
移
送
に
つ
い
て
、
無
拠
出
制
特
別
給
付
、

を
包
摂
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
け
る
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携
・調
整
の
み
な
ら
ず
、
他
国
と
国
際
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
が
行
わ
れ
る
地
理
的
範
囲
の
拡
大
を
試
み
て
い
る
。

第

一
に
、
欧
州
共
同
体
は
、　
一
九
九
二
年
五
月
二
日
、
欧
州
自
由
貿
易
連
合

（＞
ｏ８
ｏ̈
”
”】Ｏ
●
ｏ日
０
０
８
●
８
ｏ
●
ｏ
】ぃギ
０
８

，
”
混
３

諸
国

と
欧
州
経
済
地
域

（ｕ
８
８
ｏ
Ｏ
ｏ
●
ｏ
日
】０
口
①
Ｏ民
Ｏ
●
８
こ

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

同
協
定
に
よ
り
、
社
会
保
障
の
領
域
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
規
則
の
適
用
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
領
土
と
出
身
者
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
の
た
め
、
以
前
に

こ
れ
ら
の
国
と
締
結
さ
れ
て
い
た
二
国
間
条
約
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
欧
州
共
同
体
は
、
ト
ル
コ（Ｌ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（迪

モ
ロ
ッ
（一

と
の
間
で
、
協
同
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
同
協
定
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、　
一
九
七
三
年

一
月

一
日
、　
一
九
七
八
年
九
月
二
六
日
、　
一
九
七
八
年
九
月
二
六
日
に
発
効
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
同
協
定
は
、
Ｅ
Ｕ
法
と
し
て
の
法
的
効
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
協
同
協
定
は
、
Ｅ
Ｃ
構
成
国
出
身

者
と
こ
れ
ら
の
協
定
調
印
国
出
身
者
と
の
間
の
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
協
定
調
印
国
出
身
労
働
者
は
、
彼
ら
自
身
及
び
Ｅ
Ｕ
域

内
に
居
住
す
る
そ
の
家
族
の
た
め
に
、
老
齢
、
死
亡
、
障
害
、
医
療
給
付
を
享
受
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
の
異
な
る
国
に
お
け
る
、
保
険
、

労
働
、
ま
た
は
居
住
期
間
を
通
算
す
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、
家
族
給
付
も
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
Ｅ
Ｕ

諸
国
の
一
つ
ま
た
は
複
数
の
法
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
老
齢
ま
た
は
障
害
年
金
、
死
亡
給
付
、
労
働
災
害

・
職
業
病
補
償
年
金
を
出
身
国
に
移

送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
欧
州
共
同
体
は
、　
一
九
九

一
年
二
月

一
六
日
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
の
間
で
、　
一
九
九
二



年
二
月
二
日
に
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
間
で
、
一
九
九
二
年
二
月
八
日
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、
一
九
九
四
年
二
月
よ
り
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
の
協
定
が
そ
れ
ぞ
れ
発
効
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
定
は
、
相
互
主
義
に
基
づ
き
適
法
に
居
住
し
て
い
る
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
保
険
期
間
の
連
携

・
調
整
を
保
障
す
る
も
の

で
あ
る
。
同
協
定
は
、
特
に
、
老
齢
保
険
、
障
害
年
金
に
お
け
る
期
間
の
通
算
と
、　
一
つ
ま
た
は
複
数
の
構
成
国
の
法
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

給
付
の
移
送
を
保
障
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
拠
出
制
給
付
は
移
送
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
第
四
に
、
欧
州
共
同
体
は
、
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
、
太
平
洋
諸
国
と
の
協
調
政
策
に
基
づ
き
、　
一
九
八
九
年

一
二
月

一
五
日
に
、

ロ
メ
協
定

６
ｏ
ヨ
ｏ口
け【ｏ
●
Ｏ
①
ｒ
Ｏ
日
ｅ

を
締
結
し
て
い
る
（℃

同
協
定
は
、
契
約
締
結
国
の
領
土
に
適
法
に
滞
在
す
る
契
約
締
結
国
出
身
の
外

国
人
労
働
者
、
学
生
、
そ
の
他
の
者
に
対
す
る
、
人
種
、
宗
教
、
文
化
的
社
会
的
相
違
に
基
づ
く
、
住
居
、
教
育
、
健
康
、
そ
の
他
の
社
会

的
サ
ー
ビ
ス
、
労
働
に
お
け
る
差
別
禁
止
の
原
則
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
協
定
は
、
欧
州
共
同
体
構
成
国
に
お
い
て
適
法
に
労
働
し

て
い
る
契
約
締
結
国
出
身
の
労
働
者
、
及
び
、
同
居
の
家
族
は
、
当
該
欧
州
共
同
体
構
成
国
に
お
い
て
、
共
同
体
構
成
国
出
身
者
と
の
平
等

取
扱
原
則
に
も
と
づ
く
法
制
度
の
も
と
、
雇
用
に
関
連
す
る
社
会
保
障
給
付
を
享
受
す
る
と
定
め
て
い
る
。
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）
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た
だ
し
、
ス
イ
ス
は
こ
れ
を
批
准
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
同
協
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法
経
研
究
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
六
年
）

（６
）

「
０
０
日
Ｌ
ｒ
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｈ０
０
ｒ

結
び
に
か
え
て

以
上
、
第

一
節
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
労
働
関
係
の
国
際
化
、
人
の
国
際
移
動
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
的
保
護
法
は
、
第

一
に
、
国
内
の
外
国
人
に
対
し
て
は
、
特
に
、
不
法
滞
在

・
就
労
者
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
社
会
的
保
護
制
度
の
適
用
に
適
法
滞
在

ｏ
就
労

要
件
を
導
入
し
つ
つ
も
、
適
法
滞
在

・
就
労
者
に
つ
い
て
は
、
平
等
取
扱
原
則
を
か
な
り
の
程
度
達
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
第
二
に
、
外
国
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
保
護
を
継
続
す
る
た
め
、　
一
定
の
要
件
の
も
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
的
保
護
制

度
の
域
外
適
用
制
度
を
確
立
し
て
い
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
の
み
に
よ
る
人
の
国
際
移
動
へ
の
社
会
保
障
制
度
の
対
応
の
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
、
数
多

く
の
二
国
間
協
定
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
他
国
と
の
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
規
則
の
整
備
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
節
に
お
い

て
考
察
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
規
則
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
各
国
社
会
保
障
制
度
の
連
携

・
調
整
が
、
体
系
的
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
国
社
会
保
障
制
度
の
存
続
と
制
度
間
の
相
違
を
前
提
と
す
る
、
各
国
制
度
の
連
携

・
調
整
規
則
の
整
備
に
よ
る
国
際

移
動
労
働
者
の
不
利
益
の
除
去
に
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
限
界
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
長
期
給
付
は
、
ど
の
国
に
ど
の
く
ら
い
の
期
間
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
職
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
に
よ
り
そ
の
内
容
が
異
な
る
が
、
そ
の
結
果
の
差
異
に
論
理
的

一
貫
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
国
際
移
動
労
働
者
は
、
適
用
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
労
務
給
付
地
国
の
法
制
度
に
よ
り
、
そ
の

三
四
四



社
会
保
障
上
の
権
利
が
決
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
労
務
給
付
地
に
よ
り
享
受
し
う
る
社
会
保
障
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
連
携

・
調
整

規
定
は
各
国
社
会
保
障
制
度
の
内
容
自
体
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
各
国
制
度
の
差
異
に
基
づ
く
享
受
し
う
る
社
会
保
障
の
差
異

は
、
そ
の
対
象
外
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
移
動
労
働
者
の
み
な
ら
ず

一
国
に
留
ま
る
固
定
労
働
者
を
含
め
全
て
の
労
働
者
の
社
会
的
保
護
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

各
国
の
社
会
保
障
制
度
の
内
容
そ
の
も
の
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
資
本
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
が
達
成
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
に

お
い
て
は
、
各
国
制
度
の
社
会
保
障
レ
ベ
ル
の
相
違
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
社
会
保
障
負
担
の
少
な
い
国
へ
の
資
本
の
移
動
を
引
き
起

こ
し
、
競
争
力
を
保
持
す
る
た
め
各
国
の
社
会
保
障
ン
ベ
ル
の
引
き
下
げ
も
起
こ
り
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、
各
国
制
度
間
の
連
携
・調
整
の
み
な
ら
ず
、
各
国
制
度
の
内
容
そ
の
も
の
を
規
制
し
、
各
国
の
社
会
保
障
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、

均
衡
化
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
国
際
法
の
発
展
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
当
初
、
各
国
の
社
会
保
障
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
、
均
衡
化
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
制
度
間
の
相
違
を
緩
和

・
除
去

す
る
各
国
制
度
の
統

一
化

曾
ミ
ヨ
ｏ
●
８̈
い̈
ｏ
じ
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
統

一
化
の
試
み
が
、　
一
九
七
八
年

一
二
月

一
九
日
の
指
令
第
七

九
／
七
号
、
お
よ
び
、　
一
九
八
六
年
七
月
二
四
日
指
令
第
八
六
／
三
七
八
号
に
よ
る
社
会
保
障
領
域
に
お
け
る
男
女
平
等
取
扱
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
構
成
国
各
国
の
社
会
保
障
の
理
念
、
制
度
の
大
き
な
相
違
と
各
国
制
度
統

一
化
の
困
難
さ
を
考
慮
し
、
現
在
、
Ｅ

Ｕ
で
は
、
各
国
の
社
会
保
障
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
、
均
衡
化
の
た
め
の
規
制
方
法
と
し
て
、
各
国
制
度
の
統

一
化
で
は
な
く
、
各
国
制
度
の

相
違
、
特
徴
は
そ
の
ま
ま
に
そ
の
共
通
の
社
会
政
策
目
標
を
設
定
す
る
、
社
会
政
策
の
共
通
化
♂
ｏ
ヨ
ｏ配
ｏＲ
ｏ
８
ｏ
ｏ
ｏ
澤
いｏ
ｃ
８
８
ｏ【”
【ｏ０

が
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
．

こ
の
社
会
政
策
の
共
通
化
の
試
み
は
、
す
で
に
、　
一
九
七
四
年

一
月
二
一
日
に
採
択
さ
れ
た
社
会
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
表
明
さ
れ

て
い
る
が
、
引
退
年
齢
に
つ
い
て
の
共
同
体
政
策
の
原
則
に
関
す
る

一
九
八
二
年

一
二
月

一
〇
日
の
勧
告
第
八
二
／
八
五
七
号
、　
一
九
八
九

フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
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